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第 2 次安曇野市観光振興ビジョンコンセプト

また行きたい、選ばれ続ける   観光地 安曇野
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第 1章
ビジョン

また行きたい、選ばれ続ける   観光地 安曇野
～期待され、信頼される観光地づくりを目指して～

　本章では、中長期的な観光振興の方針を「ビジョンコンセ
プト」として示すとともに、実現するための施策体系や評価
指標を設定しています。また、策定にあたって整理した安曇
野市観光の現状や課題、観光における社会潮流などの概要も
掲載しています。
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１－３ 他の計画とのかかわり

本ビジョンは、安曇野市の最上

位計画である「第２次安曇野市総

合計画」のもとで、観光部門にお

ける目指す姿・方向性を示すもの

として策定しています。

また、安曇野市のまちづくりに関

わる各部門の諸計画とも適宜連

携・調整を図り、観光振興に向け

た総合的な観点からのビジョンづ

くりに努めています。

１－４ 安曇野市と観光をめぐる動向

平成 年の安曇野市発足後、総合計画をはじめとする諸計画が策定・推進されるとともに、平

成 年には観光庁が発足、国や県においても、国内外の動向を見据えたビジョンや戦略の策定

など、方向性が示されています。安曇野市においては平成２４年にビジョンを策定するなど、観光分

野のさまざまな動きが見られました。

◇安曇野市と観光をめぐる動向
安曇野市 長野県／国

平
成
か
ら
令
和
へ

○安曇野市が発足（豊科町・穂高町・堀金村・三郷
村・東筑摩郡明科町の５町村による新設合併／平

成 年 月）
○「観光振興ビジョン」策定（平成 年３月）
○新本庁舎が開庁（本庁機能を集約／平成 年５

月）
○「第２次安曇野市総合計画」策定（平成 年３

月）

○「第２期安曇野市まち・ひと・しごと創生総合戦
略」策定（令和２年３月）

○観光立国推進基本法が成立（平成 年 月）
○観光庁が発足（平成 年 月）

○「観光立国実現に向けたアクション・プログラム」とりまとめ（観光
立国推進閣僚会議／平成 年６月）

○「明日の日本を支える観光ビジョン」策定（観光庁・明日の日本を支

える観光ビジョン構想会議／平成 年３月）
○「信州の観光新時代を拓く 長野県観光戦略 」策定（長野県／平
成 年３月）

○「日本版 持続可能な観光ガイドライン※」発行（観光庁・ＵＮＷＴＯ
駐日事務所／令和２年６月）

○「観光ビジョン 実現プログラム －世界が訪れたくなる日本を目指し

て－」策定（観光立国推進閣僚会議／令和２年７月）

◇他の計画とのかかわり

１ ビジョンのあらまし

１－１ 背景・趣旨

国内外を問わず、観光を取り巻く状況は近年大きく変化しています。

国においては、平成 （ ）年３月に策定された「明日の日本を支える観光ビジョン※（観光

庁）」のもとで、さまざまな取り組みが進んでいるほか、長野県においても平成 年３月、「信州の

観光新時代を拓く 長野県観光戦略 ※」を策定し、体系的・戦略的な取り組みを行っていると

ころです。一方、令和２（ ）年に入り新型コロナウイルスの感染症（以下、新型コロナ）拡大の

影響から、国内外からの来訪者が大幅に減少し、令和４年度現在においても、観光需要の若干の

増減はあるものの、コロナ禍以前と比べ総じて厳しい情勢が続いています。

こうしたなか、安曇野市においては、平成 年３月に「安曇野市観光振興ビジョン」を策定、「は

じめよう、『安曇野暮らしツーリズム』～豊かな旅・豊かな生き方～」を理念として掲げ、さまざまな

施策を推進してきました。

このたび、計画の期間である か年が終了することにともない、現状の点検や課題認識を行う

とともに、あらためて、安曇野市における観光のあるべき姿を明らかにし、事業者、市民、行政がそ

れぞれの役割を担いながら、一体となって観光まちづくりを展開していくことを目的として、「第２次

安曇野市観光振興ビジョン」（以下、本ビジョン）を策定するものです。

１－２ 位置づけ・期間

本ビジョンでは、観光振興に向け

た中長期的（ 年間）な方向性・施

策の枠組みや、重きを置くべき点な

どを「ビジョン」として定め、その実現

に向けた具体的な取り組み内容を

「前期アクションプラン・重点プロジ

ェクト」として策定します。

◇ビジョンの位置づけ・期間

年度 ５ ６ ７ ８ ９

西暦

後期アクションプラン・

重点プロジェクト

＜令和 ～ 年＞

本ビジョンで示す内容

安曇野市観光振興ビジョン

第２次＜令和５～ 年＞

前期アクションプラン・

重点プロジェクト

＜令和５～９年＞

※本マークの解説は、「資料編３ 用語集」（Ｐ ～ ）を参照してください。
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１－３ 他の計画とのかかわり

本ビジョンは、安曇野市の最上

位計画である「第２次安曇野市総

合計画」のもとで、観光部門にお

ける目指す姿・方向性を示すもの

として策定しています。

また、安曇野市のまちづくりに関

わる各部門の諸計画とも適宜連

携・調整を図り、観光振興に向け

た総合的な観点からのビジョンづ

くりに努めています。

１－４ 安曇野市と観光をめぐる動向

平成 年の安曇野市発足後、総合計画をはじめとする諸計画が策定・推進されるとともに、平

成 年には観光庁が発足、国や県においても、国内外の動向を見据えたビジョンや戦略の策定

など、方向性が示されています。安曇野市においては平成２４年にビジョンを策定するなど、観光分

野のさまざまな動きが見られました。

◇安曇野市と観光をめぐる動向
安曇野市 長野県／国

平
成
か
ら
令
和
へ

○安曇野市が発足（豊科町・穂高町・堀金村・三郷
村・東筑摩郡明科町の５町村による新設合併／平

成 年 月）
○「観光振興ビジョン」策定（平成 年３月）
○新本庁舎が開庁（本庁機能を集約／平成 年５

月）
○「第２次安曇野市総合計画」策定（平成 年３

月）
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○観光庁が発足（平成 年 月）

○「観光立国実現に向けたアクション・プログラム」とりまとめ（観光
立国推進閣僚会議／平成 年６月）

○「明日の日本を支える観光ビジョン」策定（観光庁・明日の日本を支

える観光ビジョン構想会議／平成 年３月）
○「信州の観光新時代を拓く 長野県観光戦略 」策定（長野県／平
成 年３月）

○「日本版 持続可能な観光ガイドライン※」発行（観光庁・ＵＮＷＴＯ
駐日事務所／令和２年６月）
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◇他の計画とのかかわり

１ ビジョンのあらまし

１－１ 背景・趣旨

国内外を問わず、観光を取り巻く状況は近年大きく変化しています。

国においては、平成 （ ）年３月に策定された「明日の日本を支える観光ビジョン※（観光

庁）」のもとで、さまざまな取り組みが進んでいるほか、長野県においても平成 年３月、「信州の

観光新時代を拓く 長野県観光戦略 ※」を策定し、体系的・戦略的な取り組みを行っていると

ころです。一方、令和２（ ）年に入り新型コロナウイルスの感染症（以下、新型コロナ）拡大の

影響から、国内外からの来訪者が大幅に減少し、令和４年度現在においても、観光需要の若干の

増減はあるものの、コロナ禍以前と比べ総じて厳しい情勢が続いています。

こうしたなか、安曇野市においては、平成 年３月に「安曇野市観光振興ビジョン」を策定、「は

じめよう、『安曇野暮らしツーリズム』～豊かな旅・豊かな生き方～」を理念として掲げ、さまざまな

施策を推進してきました。

このたび、計画の期間である か年が終了することにともない、現状の点検や課題認識を行う
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に向けた具体的な取り組み内容を
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ェクト」として策定します。

◇ビジョンの位置づけ・期間

年度 ５ ６ ７ ８ ９
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後期アクションプラン・
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安曇野市観光振興ビジョン
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前期アクションプラン・

重点プロジェクト

＜令和５～９年＞

※本マークの解説は、「資料編３ 用語集」（Ｐ ～ ）を参照してください。
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２ 安曇野市における観光の役割

２－１ 人口の動向と目標達成に向けた取り組みの必要性

〇 昭和 （ ）年以降、増加し続けてきた安曇野市の人口は、平成 （ ）年をピ

ークに減少期に移行しており、令和 （ ）年には、昭和 年と同水準の 万 千人

程度まで減少する見通しとなっています。

〇総合計画では、出生率の改善と移住者増加により、令和 年に 万 千人を確保すること

を目標としています。

〇 人口目標を達成するためには、転入者を多く受け入れることが重要となります。過去、人口

の増加があった時期も昭和 年代から拡大した社会増が原動力となってきました。

〇 安曇野市は現在においても、長野県内有数の良好なイメージがあり、移住先・観光先・購

入先として選ばれる、全国レベルの「地域ブランド力」を有しています。これをさらに高め、移

住・定住・来訪・購入などにつなげていくことが必要となります。

◇安曇野市の人口推移と推計

◇安曇野市の地域ブランド力（全国 市町村中の順位）

出典：地域ブランド調査（ ）
想起率：企業や製品・サービス等の手がかりが与えられたとき、特定のブランドを思い起こせること

出典： までは総務省「国勢調査」、 以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（ 推計）

注：総人口には、年齢不詳も含むため、年齢 区分別人口の合計と一致しない。

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年少人口 生産年齢人口 老年人口 高齢化率

（人） （ ）実績値 推計値

２－２ 安曇野市における観光振興の位置づけ

◇安曇野市の主な産業の付加価値額（平成 年・ 億円以上）と観光に関連する産業

◇安曇野市における観光振興の位置づけと役割

位置づけや役割 内 容

① 観光産業には経済縮小を抑

制し、税収と雇用を確保する

ことが期待される

〇平成 年の市総生産額（付加価値額の合計）を見ると、 億円
の 分の１を「はん用・生産用・業務用機械」が占めており、安曇野
市の経済をけん引しています。

〇観光産業の規模を見ると、観光に直接かかわる「宿泊・飲食サービス
業」は 億円で全体の約 ％であるものの、観光産業は裾野が広
く、観光消費の増加が小売・卸売・運輸・体験サービス・旅行手配な
どのサービス業、食品製造業、農業などの付加価値額を押し上げるこ
とができます。

〇人口減少による経済の縮小が懸念される中で、観光振興には地域経済
の縮小を抑制し、市の税収増と住民の雇用増に寄与することが期待さ
れます。

② 観光振興により、移住促進

のきっかけづくりとシビッ

クプライド※の醸成が期待さ

れる

〇来訪者は、北アルプスや田園景観、湧水やわさび、水車などを目当て
に来訪しています。

〇観光での来訪経験が移住にもつながっていることから、観光振興に
は、移住促進の役割が期待されます。

〇また、上記の観光資源はそのまま市民のアイデンティティの構成要素
ともなっており、これらの資源が損なわれることなく、活用され評価
され続けることで、市民のシビックプライド（郷土愛）を強化してい
くことが期待されます。

③ 観光振興により、観光資源

を次世代に良い形で残して

いくことが期待される

〇高齢化・人口減少、オーバーツーリズム※など、安曇野市の観光資源
ともなっている景観や水源の維持に影響を及ぼします。

〇市民の宝であり、日本（世界）の宝である地域の自然・文化資源を、
観光資源として活用することで、地域経済に貢献するとともに、次世
代に良い形で残していくために、保全・管理のコストも含めて稼ぎ、
再投資していくことが、観光関連産業の事業者をはじめ、行政、住民
にも求められます。

第一次

第二次

第三次

農業

食料品

はん用・生産用・業務用機械

電子部品・デバイス

情報・通信機器

輸送用機械

その他の製造業

建設業

卸売業

小売業

運輸・郵便業

宿泊・飲食サービス業

金融・保険業

専門・科学技術、業務支援サービス

公務

教育

保健衛生・社会事業

その他のサービス

億円）

出典：環境省等「地域経済循環分析」（ ）

安曇野市総生産
（ 総所得 総支出）

億円【平成 年】

ツーリズム
産業

ツーリズム
関連産業特産品製造

農林漁業

飲食

写真・
映像

移動する
泊まる

食べる

買う

遊ぶ

情報発信

ツーリズム（観光）産業は、非常に裾野の広い産業
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なかがや
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ひといちば

しまたかまつ しまうち

たざわ

あかしな

長野自動車道

松本 I.C

梓川スマート I.C

安曇野 I.C

中房

北アルプス

有明山

安曇野穂高温泉郷

穂高郷土資料館

烏川渓谷

黒沢

穂高まちなか

碌山美術館

曽根原家住宅

しゃくなげの湯

道祖神

旧国鉄篠ノ井線
廃線敷

梓川

拾ヶ堰

奈良井川

犀川

高瀬川

穂高川
天満沢川

万水川

黒沢川

烏川

国営アルプスあづみの公園
堀金・穂高地区

長峰山

拾ヶ堰

道の駅
アルプス安曇野
ほりがねの里

屋敷林

天蚕センター

光城山
常念岳

蝶ヶ岳

安曇野
ジャンセン美術館

穂高神社

安曇野わさび田
湧水群や

ま
び
こ
自
転
車
道

◇市内主要観光資源や広域的な位置特性

立山・黒部方面

飛騨・高山方面

東京・甲府方面南信・岐阜・名古屋方面

松本

塩尻

松川

糸魚川・日本海方面

大町・白馬

池田

上田方面

長野方面
〈北陸新幹線〉

３ 安曇野市観光の現状と課題

３－１ 安曇野市の観光資源・エリアと特徴

市内の主要観光資源は、温泉、山岳・湧水地、市街

地、名所旧跡などの多様なエリアが各所に位置して

いるほか、これらと連携して宿泊、飲食、物販、文化芸

術など、さまざまな観光スポットが見られます。

また、県内各域をはじめ、隣県の主要観光エリアと

も結ばれ、広域的な拠点性も高い特性を持っています。

山岳観光
南北に伸びる常念山脈は整備され歩きやすい登山道
のため、初めての北アルプス登山には最適。また、長峰
山、光城山といった東山は複数のアクティビティを楽し
めるアウトドアスポットとしても魅力がある。

自転車（サイクリング）
自転車で風を切って走れば美しい北アルプス、田園風景
の開放感を楽しめる。ガイド付きのサイクリングツアーは
安曇野市のさらなる魅力を発見できる。

神社仏閣
「日本アルプスの総鎮守」と呼ばれ、パワースポットとし
て有名な穂高神社をはじめ、東光寺や有明山神社な
ど、個性的な神社仏閣が点在している。

道祖神
安曇野市のそこかしこで人々を見守る道祖神。市内に
約 体が祀られている。

美術館・博物館・文書館
「東洋のロダン」と称された荻原守衛（碌山）に代表され
る大勢の芸術家を輩出した安曇野市。碌山美術館を始
めとする数々の美術館や文化や歴史を伝える郷土資料
館などは安曇野市の大きな魅力のひとつ。

穂高天蚕糸
日本一の生産量を誇る安曇野市。安曇野市天蚕センター
では、 年近い天蚕飼育の歴史を知ることができる。

湧水群
北アルプスからの雪解け水は日量 万トンもの湧水
量を誇る。環境省から「名水百選」に認定され、国土交
通省からは「水の郷百選」にも認定された。また、豊か
な水資源を利用した日本一広いわさび農場「大王わさ
び農場」は、市内有数の観光スポットとなっている。

歴史的建造物
日本最古の本棟造の曽根原家住宅は国の重要文化財
に指定されている。日本画家山口蒼輪の生家でもある
山口家では庭園も楽しめる。

主な観光資源
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〈北陸新幹線〉

３ 安曇野市観光の現状と課題

３－１ 安曇野市の観光資源・エリアと特徴

市内の主要観光資源は、温泉、山岳・湧水地、市街

地、名所旧跡などの多様なエリアが各所に位置して

いるほか、これらと連携して宿泊、飲食、物販、文化芸

術など、さまざまな観光スポットが見られます。

また、県内各域をはじめ、隣県の主要観光エリアと

も結ばれ、広域的な拠点性も高い特性を持っています。

山岳観光
南北に伸びる常念山脈は整備され歩きやすい登山道
のため、初めての北アルプス登山には最適。また、長峰
山、光城山といった東山は複数のアクティビティを楽し
めるアウトドアスポットとしても魅力がある。

自転車（サイクリング）
自転車で風を切って走れば美しい北アルプス、田園風景
の開放感を楽しめる。ガイド付きのサイクリングツアーは
安曇野市のさらなる魅力を発見できる。

神社仏閣
「日本アルプスの総鎮守」と呼ばれ、パワースポットとし
て有名な穂高神社をはじめ、東光寺や有明山神社な
ど、個性的な神社仏閣が点在している。

道祖神
安曇野市のそこかしこで人々を見守る道祖神。市内に
約 体が祀られている。

美術館・博物館・文書館
「東洋のロダン」と称された荻原守衛（碌山）に代表され
る大勢の芸術家を輩出した安曇野市。碌山美術館を始
めとする数々の美術館や文化や歴史を伝える郷土資料
館などは安曇野市の大きな魅力のひとつ。

穂高天蚕糸
日本一の生産量を誇る安曇野市。安曇野市天蚕センター
では、 年近い天蚕飼育の歴史を知ることができる。

湧水群
北アルプスからの雪解け水は日量 万トンもの湧水
量を誇る。環境省から「名水百選」に認定され、国土交
通省からは「水の郷百選」にも認定された。また、豊か
な水資源を利用した日本一広いわさび農場「大王わさ
び農場」は、市内有数の観光スポットとなっている。

歴史的建造物
日本最古の本棟造の曽根原家住宅は国の重要文化財
に指定されている。日本画家山口蒼輪の生家でもある
山口家では庭園も楽しめる。

主な観光資源
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約８割の来訪者が
満足している

① 日本屈指の人気を誇る山岳の麓に位置している

〇 日本屈指の人気を誇る北アルプスをはじめと

する山岳の威容とその麓に広がる田園景観が

安曇野市のシンボルであり、これを観ることを

目的とした来訪者の割合が大きいです。

② 多様な観光資源を有している

〇 山岳や田園風景などの景観をはじめ、温泉、

食、アート、登山、伝統文化、スポーツイベン

ト、アウトドアなど多様な観光資源に恵まれ

ています。
（ ・ ページ参照）

③ リピーターの割合が多い

◇安曇野市への来訪回数 ◇安曇野市の満足度

〇 来訪者は安曇野市でさまざまな観光を楽しむことができ、満足度も高く、来訪者に占めるリピー
ターの割合は約８割にのぼります。

出典：安曇野市観光アンケート調査（ ）

はじめて

２回目

３回目

４回以上

無回答

来訪者の約８割は
リピーター（２回以上）

出典：安曇野市市民アンケート調査（ ）

◇安曇野市への来訪目的

◇市民が感じている安曇野市観光の魅力

出典：安曇野市観光アンケート調査（ ）

◇安曇野市への来訪動機

出典：安曇野市観光アンケート調査（ ）

自然・風景

登山・ハイキング

温泉

スポーツ・アウトドア

芸術鑑賞 美術館

文化観賞 寺社

農業・田舎体験

美味しいものを食べる

地場産品等のお買い物

祭りやイベントへの参加

目当ての宿に宿泊

通過点

年
平成 年

年
平成 年

年
平成 年

年
平成
令和元年

年
令和 年

年
令和 年

自然・風景

温泉

美味しいものを
食べる

目当ての宿に
宿泊

３－２ 安曇野市の観光産業の動向

〇 観光地の利用者数は、昭和 （ ）年以降、ゆるやかな増加が続き、平成 （ ）

年には約 万人、消費額も平成 年の 億円がピークとなっています。新型コロナの

影響で、令和 （ ） 令和 年は、いずれもピーク時の 以下（平成 ～ 年頃の

水準）に戻っています。

〇 外国人宿泊者数は、平成 年の 万人が最多で、台湾・香港・中国・シンガポールなど

アジア圏からが大半です。新型コロナの影響により、令和 年は前年の 分の１以下に激

減しました。

◇観光地利用者数と消費額の推移

◇日帰り客数と宿泊客数の推移

◇外国人宿泊者数の推移 ◇事業所経営者の景況感
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の
他
・
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明
等

・ ・ ・ ・ ・

人

年

平成 年

年

令和元年

年

令和 年

アジア 北アメリカ ヨーロッパ オセアニア

～～～～

台
湾

香
港

中
国

出典：長野県外国人延宿泊者数調査（ ）

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

日帰り 宿泊（百人）

出典：長野県観光地利用者統計調査（ ）

（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ） （ ） （ ） （ ）

出典：安曇野市事業所アンケート調査（ ）
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約８割の来訪者が
満足している

① 日本屈指の人気を誇る山岳の麓に位置している

〇 日本屈指の人気を誇る北アルプスをはじめと

する山岳の威容とその麓に広がる田園景観が

安曇野市のシンボルであり、これを観ることを

目的とした来訪者の割合が大きいです。

② 多様な観光資源を有している

〇 山岳や田園風景などの景観をはじめ、温泉、

食、アート、登山、伝統文化、スポーツイベン

ト、アウトドアなど多様な観光資源に恵まれ

ています。
（ ・ ページ参照）

③ リピーターの割合が多い

◇安曇野市への来訪回数 ◇安曇野市の満足度

〇 来訪者は安曇野市でさまざまな観光を楽しむことができ、満足度も高く、来訪者に占めるリピー
ターの割合は約８割にのぼります。

出典：安曇野市観光アンケート調査（ ）

はじめて

２回目

３回目

４回以上

無回答

来訪者の約８割は
リピーター（２回以上）

出典：安曇野市市民アンケート調査（ ）

◇安曇野市への来訪目的

◇市民が感じている安曇野市観光の魅力

出典：安曇野市観光アンケート調査（ ）

◇安曇野市への来訪動機

出典：安曇野市観光アンケート調査（ ）

自然・風景

登山・ハイキング

温泉

スポーツ・アウトドア

芸術鑑賞 美術館

文化観賞 寺社

農業・田舎体験

美味しいものを食べる

地場産品等のお買い物

祭りやイベントへの参加

目当ての宿に宿泊

通過点

年
平成 年

年
平成 年

年
平成 年

年
平成
令和元年

年
令和 年

年
令和 年

自然・風景

温泉

美味しいものを
食べる

目当ての宿に
宿泊

３－２ 安曇野市の観光産業の動向

〇 観光地の利用者数は、昭和 （ ）年以降、ゆるやかな増加が続き、平成 （ ）

年には約 万人、消費額も平成 年の 億円がピークとなっています。新型コロナの

影響で、令和 （ ） 令和 年は、いずれもピーク時の 以下（平成 ～ 年頃の

水準）に戻っています。

〇 外国人宿泊者数は、平成 年の 万人が最多で、台湾・香港・中国・シンガポールなど

アジア圏からが大半です。新型コロナの影響により、令和 年は前年の 分の１以下に激

減しました。

◇観光地利用者数と消費額の推移

◇日帰り客数と宿泊客数の推移

◇外国人宿泊者数の推移 ◇事業所経営者の景況感
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出典：長野県外国人延宿泊者数調査（ ）

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

日帰り 宿泊（百人）

出典：長野県観光地利用者統計調査（ ）

（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ） （ ） （ ） （ ）

出典：安曇野市事業所アンケート調査（ ）
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中
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ア
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プ
ス
銀
座

ほ
り
が
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道
の
駅
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高
ま
ち
な
か

安
曇
野
湧
水
群

穂
高
温
泉
郷

烏
川
渓
谷

黒
沢

長
峰
山

（円）日帰り 宿泊 人当たり消費額（百人）

出典：長野県観光地利用者統計調査（ ）

３－３ 安曇野市の観光産業の課題

① 周囲に人気の観光地が立地（滞在時間の短い立ち寄り観光地であり、市内消費額が少ない）

◇来訪者の類型と観光ルートのイメージ

② 消費額の 割が穂高温泉郷・烏川渓谷・安曇野湧水群に集中。宿泊数増加と消費の促進が鍵

◇観光地別の日帰り・宿泊客数と 人当たり消費額（平成 年）※新型コロナ流行以前のデータから

◇来訪者 人当たり消費額と宿泊率（平成 年）
※新型コロナ流行以前のデータから

〇 安曇野市の特徴として、観光の主要な目的地とな
り宿泊をともなう滞在の比率が低く、日帰りの来訪
者の比率が高くなっています。
〇 地点別の消費額を見ると、消費額の半分以上は、
宿泊施設のある穂高温泉郷と烏川渓谷に偏って
おり、宿泊者数の増加が極めて重要です。
〇 一方、宿泊をともなわない安曇野湧水群・ほりが
ね道の駅においても一定の売上があることから、
来訪者の購買欲を促進する魅力的なスポットの増
加や商品・サービスの開発も重要です。

〇 安曇野市には、魅力的な景観や多様な観光資源があり、一定数の宿泊施設も備えているた
め、滞在型の観光に転換できるポテンシャルはあるといえます。一方で、周辺地域に人気の
観光地や宿泊地があるため、短時間での立ち寄りに留まっており、消費額が伸びない要因と
なっています。

◇総消費額に占める各観光地の比率（平成 年）※新型コロナ流行以前のデータから

穂高温泉郷

烏川渓谷

安曇野湧水群

ほりがね道の駅

アルプス銀座

中房穂高まちなか 黒沢 長峰山

出典：長野県観光地利用者統計調査（ ）

白馬・糸魚川・日本海方面
立山・黒部方面 長野方面

（北陸新幹線）

安曇野市

●国宝 松本城上高地●

南信・岐阜・名古屋方面 東京・甲府方面

安曇野ちひろ美術館●

碌山美術館●

大町
温泉郷

●大王わさび農場

飛騨・
高山
方面

主な発地 類型

県内・近隣 松本市などの近隣市町村からの日帰り客

国内・アジア 松本城や上高地・黒部ダムなど周辺の
観光地を巡る周遊客の立ち寄り利用

国内・アジア 松本城や上高地・黒部ダムなど周辺
の観光地を巡る周遊客の宿泊利用

国内 北アルプスを目的とした登山客

国内 安曇野を主目的とした宿泊客

人当たり
消費額（円） 宿泊率 県外比率

長野県平均
安曇野市

出典：長野県観光地利用者統計調査（ ）

出典：安曇野市観光アンケート調査（ ）

大王わさび農場

安曇野ちひろ美術館

穂高温泉郷

国営アルプスあづみの公園

碌山美術館

北アルプス

安曇野ワイナリー

旧国鉄篠ノ井線廃線敷

その他

③ 市内観光の連携、二次交通※の充実による周遊促進の活性化が重要

◇宿泊客の主な立ち寄り地点

〇 来訪者の市内での滞在時間の延長のためには、人気の立ち寄りスポット１点のみではなく、東
山観光などを含めた市内の複数のスポットへの周遊を駅を起点に促す必要があります。

〇 複数地点への立ち寄りを促進し、滞在時間を延長する取り組みとして、安曇野市では二次交
通の充実を図るため、自転車利用を促進してきました。

〇 現在、観光シーズンには、穂高駅を起点とする中房温泉行き定期バス、あづみ野周遊バスが
運行されています。また、シェアサイクル※（ポート か所）を整備し、マイカーや大型バスでの
立ち寄り観光以外の新しい選択肢を提供しています。

〇 自転車による周遊の利用を増加させていくことで滞在時間の延伸を図ることが引き続き必要
です。このため、自転車利用の魅力を伝えるなど、充実させていく必要があります。

④ 新たな客層の開拓（将来にわたって稼ぐための将来への投資）

〇 過去の調査では、来訪者は関東・中部の居住者で、 代以上が多くなっています。長期的な
視点で観光振興を考えると、若い世代を誘客する必要があります。

〇 新型コロナの収束後は、インバウンド※の波が再来する可能性が高いと考えられます。しかし、こ
れまで市に多く訪れていた団体旅行は減少し、個人旅行化が進むとの見方もあり、インバウンド
のターゲット（国・個人 団体など）や受入体制の整備の方針を再考する必要があります。

⑤ 季節変動の課題（通年で稼ぐための平準化）

〇 安曇野市の観光利用は、グリーン期（
月～ 月）に集中しており、従業員の雇
用の安定化やピーク時の渋滞などの問題
を考慮すると、平準化を図ることが望まし
い状況です。オフシーズンの観光資源の
開発や多角化の促進も課題となります。

⑥ 域内調達の課題（観光関連産業の振興も含めた取り組み）

〇 安曇野市は、観光地としてのブランド力があり、産
品購入意欲度・食品想起率なども県内トップクラス
です。しかし、実際の来訪者の観光目的をみると、
自然・風景、温泉等に比べて、宿泊、地場産品等の
評価は高くありません。良好なブランドイメージに応
えられる郷土料理や土産物を提供できるよう、農
業・製造業・飲食業などの産業間連携が求められ
ます。

〇 市内調達が増えると、同じ金額が動いた場合でも
地域への経済効果が大きくなり、来訪者の満足度
も高めることができます。

◇観光周遊のイメージ

中房

長峰山

安曇野

アルプス銀座

烏川渓谷

黒沢

道の駅
アルプス安曇野
ほりがねの里

穂高まちなか
穂高駅

安曇野わさび田
湧水群

安曇野穂高温泉郷

明科駅

出典：平成 年度全国知事会自主調査研究委託事業「人口減少対策における
農山漁村地域のあり方について」 島根県中山間地域研究センター研究
統括監 藤山浩

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
出典：長野県観光地利用者統計調査（ ）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

◇月別の利用者数（平成 年）※新型コロナ流行以前のデータから

◇域内調達（域内循環）の一例
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（円）日帰り 宿泊 人当たり消費額（百人）

出典：長野県観光地利用者統計調査（ ）

３－３ 安曇野市の観光産業の課題

① 周囲に人気の観光地が立地（滞在時間の短い立ち寄り観光地であり、市内消費額が少ない）

◇来訪者の類型と観光ルートのイメージ

② 消費額の 割が穂高温泉郷・烏川渓谷・安曇野湧水群に集中。宿泊数増加と消費の促進が鍵

◇観光地別の日帰り・宿泊客数と 人当たり消費額（平成 年）※新型コロナ流行以前のデータから

◇来訪者 人当たり消費額と宿泊率（平成 年）
※新型コロナ流行以前のデータから

〇 安曇野市の特徴として、観光の主要な目的地とな
り宿泊をともなう滞在の比率が低く、日帰りの来訪
者の比率が高くなっています。
〇 地点別の消費額を見ると、消費額の半分以上は、
宿泊施設のある穂高温泉郷と烏川渓谷に偏って
おり、宿泊者数の増加が極めて重要です。
〇 一方、宿泊をともなわない安曇野湧水群・ほりが
ね道の駅においても一定の売上があることから、
来訪者の購買欲を促進する魅力的なスポットの増
加や商品・サービスの開発も重要です。

〇 安曇野市には、魅力的な景観や多様な観光資源があり、一定数の宿泊施設も備えているた
め、滞在型の観光に転換できるポテンシャルはあるといえます。一方で、周辺地域に人気の
観光地や宿泊地があるため、短時間での立ち寄りに留まっており、消費額が伸びない要因と
なっています。

◇総消費額に占める各観光地の比率（平成 年）※新型コロナ流行以前のデータから

穂高温泉郷

烏川渓谷

安曇野湧水群

ほりがね道の駅

アルプス銀座

中房穂高まちなか 黒沢 長峰山

出典：長野県観光地利用者統計調査（ ）

白馬・糸魚川・日本海方面
立山・黒部方面 長野方面

（北陸新幹線）

安曇野市

●国宝 松本城上高地●

南信・岐阜・名古屋方面 東京・甲府方面

安曇野ちひろ美術館●

碌山美術館●

大町
温泉郷

●大王わさび農場

飛騨・
高山
方面

主な発地 類型

県内・近隣 松本市などの近隣市町村からの日帰り客

国内・アジア 松本城や上高地・黒部ダムなど周辺の
観光地を巡る周遊客の立ち寄り利用

国内・アジア 松本城や上高地・黒部ダムなど周辺
の観光地を巡る周遊客の宿泊利用

国内 北アルプスを目的とした登山客

国内 安曇野を主目的とした宿泊客

人当たり
消費額（円） 宿泊率 県外比率

長野県平均
安曇野市

出典：長野県観光地利用者統計調査（ ）

出典：安曇野市観光アンケート調査（ ）

大王わさび農場

安曇野ちひろ美術館

穂高温泉郷

国営アルプスあづみの公園

碌山美術館

北アルプス

安曇野ワイナリー

旧国鉄篠ノ井線廃線敷

その他

③ 市内観光の連携、二次交通※の充実による周遊促進の活性化が重要

◇宿泊客の主な立ち寄り地点

〇 来訪者の市内での滞在時間の延長のためには、人気の立ち寄りスポット１点のみではなく、東
山観光などを含めた市内の複数のスポットへの周遊を駅を起点に促す必要があります。

〇 複数地点への立ち寄りを促進し、滞在時間を延長する取り組みとして、安曇野市では二次交
通の充実を図るため、自転車利用を促進してきました。

〇 現在、観光シーズンには、穂高駅を起点とする中房温泉行き定期バス、あづみ野周遊バスが
運行されています。また、シェアサイクル※（ポート か所）を整備し、マイカーや大型バスでの
立ち寄り観光以外の新しい選択肢を提供しています。

〇 自転車による周遊の利用を増加させていくことで滞在時間の延伸を図ることが引き続き必要
です。このため、自転車利用の魅力を伝えるなど、充実させていく必要があります。

④ 新たな客層の開拓（将来にわたって稼ぐための将来への投資）

〇 過去の調査では、来訪者は関東・中部の居住者で、 代以上が多くなっています。長期的な
視点で観光振興を考えると、若い世代を誘客する必要があります。

〇 新型コロナの収束後は、インバウンド※の波が再来する可能性が高いと考えられます。しかし、こ
れまで市に多く訪れていた団体旅行は減少し、個人旅行化が進むとの見方もあり、インバウンド
のターゲット（国・個人 団体など）や受入体制の整備の方針を再考する必要があります。

⑤ 季節変動の課題（通年で稼ぐための平準化）

〇 安曇野市の観光利用は、グリーン期（
月～ 月）に集中しており、従業員の雇
用の安定化やピーク時の渋滞などの問題
を考慮すると、平準化を図ることが望まし
い状況です。オフシーズンの観光資源の
開発や多角化の促進も課題となります。

⑥ 域内調達の課題（観光関連産業の振興も含めた取り組み）

〇 安曇野市は、観光地としてのブランド力があり、産
品購入意欲度・食品想起率なども県内トップクラス
です。しかし、実際の来訪者の観光目的をみると、
自然・風景、温泉等に比べて、宿泊、地場産品等の
評価は高くありません。良好なブランドイメージに応
えられる郷土料理や土産物を提供できるよう、農
業・製造業・飲食業などの産業間連携が求められ
ます。

〇 市内調達が増えると、同じ金額が動いた場合でも
地域への経済効果が大きくなり、来訪者の満足度
も高めることができます。

◇観光周遊のイメージ

中房

長峰山

安曇野

アルプス銀座

烏川渓谷

黒沢

道の駅
アルプス安曇野
ほりがねの里

穂高まちなか
穂高駅

安曇野わさび田
湧水群

安曇野穂高温泉郷

明科駅

出典：平成 年度全国知事会自主調査研究委託事業「人口減少対策における
農山漁村地域のあり方について」 島根県中山間地域研究センター研究
統括監 藤山浩

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
出典：長野県観光地利用者統計調査（ ）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

◇月別の利用者数（平成 年）※新型コロナ流行以前のデータから

◇域内調達（域内循環）の一例
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３－４ 市民・事業所・来訪者の意識

本ビジョンの策定にあたっての基礎的な情報として活用するため、市民や事業所、安曇野市へ

の来訪者を対象としたアンケートを実施し、意識や要望等の把握に努めています。調査結果に基

づく主な特徴や傾向は次のとおりです。

◇意識調査から見た主な傾向
対

象
項 目 特 徴

●
市
民

＜安曇野市観光・魅力が足りない点

＞

「交通の便」充実に対するニーズが目立った（市民・生活者として

の視点）

＜観光客への関わり方意向＞
気軽な関わりを希望する方が多い一方で、より積極性のある関り

を希望する方も一定程度あった

＜必要な観光施策＞ 保全・保護関連とともに、交通利便性ニーズもあった

＜期待する観光振興方向＞
「住みやすさ」「産業としての振興」「市のイメージアップ」が上位

であった

＜観光客数動向の希望＞ 「やや増えてほしい」・・・増加を希望する声が主であった

＜安曇野市観光のあり方＞ 積極派と現状維持派が半ば、地区によっては高い積極性もあった

＜観光キーワード：重要だと思うも

の＞

認知・尊重されつつある「ＳＤＧｓ※」、「協働・共創」「おもてなし」

などもあった

●
事
業
所

＜景況感＞
観光関連の厳しい景況感認識、一方、今後に対する回復期待もあっ

た

＜観光の振興・発展によるプラス面

／マイナス面＞

「良好な地域イメージ」「文化や自然の保全」・・・観光業が感じる

効果・メリット。「渋滞等の交通面」に対してはマイナスイメージ

もあった

＜観光振興に向け必要なこと＞
道路網など、交通ネットワークの形成充実・・・観光業が必要と感

じる取り組み。全体では「自然的環境の活用」が望まれた

＜観光以外も含め地域や行政に期

待すること＞

観光業において、「観光ＰＲ等による誘客促進」が強く望まれる

「起業」「雇用・就労」「異業種間連携」など、多様な要望もあった

●
来
訪
者

＜回答者の属性＞
関東や中部を主とした、市外からの来訪者による回答、中高年世

代、リピーター、夫婦など家族による来訪が多かった

＜旅行動機＞
「宿」「休養（癒し）」「食」・・・安曇野観光の主要なテーマであっ

た

＜安曇野市を選んだ情報源＞

「自身の経験」を頼りに旅先として安曇野市を選択する方が多い

インターネットやＳＮＳ※、紙媒体、紹介などによる情報取得も一

定程度あった

＜移動交通手段＞
「マイカー」型の来訪、移動形態が主。鉄道やバス・タクシー、レ

ンタサイクルなど多様な交通手段に利用促進余地もあった

＜安曇野市への来訪目的＞
「自然・風景」「温泉」「美味しいもの」・・・安曇野市来訪の３大

目的。宿泊・滞在目当てのニーズもあった

＜来訪形態（日帰り 宿泊）＞
宿泊（目的での回答）が多い傾向。宿泊は年々増加、日帰りは減少

傾向もあった

＜宿泊数＞ １泊が多く、２・３泊が若干、４泊以上はほとんど見られなかった

＜安曇野市滞在の総合満足度＞
満足の意向を示す回答が９割、不満な方はわずかにとどまるが、個

別課題の解消などでさらなる向上が必要であった
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３－４ 市民・事業所・来訪者の意識

本ビジョンの策定にあたっての基礎的な情報として活用するため、市民や事業所、安曇野市へ

の来訪者を対象としたアンケートを実施し、意識や要望等の把握に努めています。調査結果に基

づく主な特徴や傾向は次のとおりです。

◇意識調査から見た主な傾向
対

象
項 目 特 徴

●
市
民

＜安曇野市観光・魅力が足りない点

＞

「交通の便」充実に対するニーズが目立った（市民・生活者として

の視点）

＜観光客への関わり方意向＞
気軽な関わりを希望する方が多い一方で、より積極性のある関り

を希望する方も一定程度あった

＜必要な観光施策＞ 保全・保護関連とともに、交通利便性ニーズもあった

＜期待する観光振興方向＞
「住みやすさ」「産業としての振興」「市のイメージアップ」が上位

であった

＜観光客数動向の希望＞ 「やや増えてほしい」・・・増加を希望する声が主であった

＜安曇野市観光のあり方＞ 積極派と現状維持派が半ば、地区によっては高い積極性もあった

＜観光キーワード：重要だと思うも

の＞

認知・尊重されつつある「ＳＤＧｓ※」、「協働・共創」「おもてなし」

などもあった

●
事
業
所

＜景況感＞
観光関連の厳しい景況感認識、一方、今後に対する回復期待もあっ

た

＜観光の振興・発展によるプラス面

／マイナス面＞

「良好な地域イメージ」「文化や自然の保全」・・・観光業が感じる

効果・メリット。「渋滞等の交通面」に対してはマイナスイメージ

もあった

＜観光振興に向け必要なこと＞
道路網など、交通ネットワークの形成充実・・・観光業が必要と感

じる取り組み。全体では「自然的環境の活用」が望まれた

＜観光以外も含め地域や行政に期

待すること＞

観光業において、「観光ＰＲ等による誘客促進」が強く望まれる

「起業」「雇用・就労」「異業種間連携」など、多様な要望もあった

●
来
訪
者

＜回答者の属性＞
関東や中部を主とした、市外からの来訪者による回答、中高年世

代、リピーター、夫婦など家族による来訪が多かった

＜旅行動機＞
「宿」「休養（癒し）」「食」・・・安曇野観光の主要なテーマであっ

た

＜安曇野市を選んだ情報源＞

「自身の経験」を頼りに旅先として安曇野市を選択する方が多い

インターネットやＳＮＳ※、紙媒体、紹介などによる情報取得も一

定程度あった

＜移動交通手段＞
「マイカー」型の来訪、移動形態が主。鉄道やバス・タクシー、レ

ンタサイクルなど多様な交通手段に利用促進余地もあった

＜安曇野市への来訪目的＞
「自然・風景」「温泉」「美味しいもの」・・・安曇野市来訪の３大

目的。宿泊・滞在目当てのニーズもあった

＜来訪形態（日帰り 宿泊）＞
宿泊（目的での回答）が多い傾向。宿泊は年々増加、日帰りは減少

傾向もあった

＜宿泊数＞ １泊が多く、２・３泊が若干、４泊以上はほとんど見られなかった

＜安曇野市滞在の総合満足度＞
満足の意向を示す回答が９割、不満な方はわずかにとどまるが、個

別課題の解消などでさらなる向上が必要であった

＜アンケート（意識調査）概要＞

各調査の実施状況は下表のとおりです。

対象

種別
実施概要 主な点検・活用方策

ａ．

市民

・本ビジョン策定にあたり実施

・調査対象： 歳以上の市民から無作

為抽出

・調査方法：郵送配布・回収

・調査期間：令和４年６月８日～ 日

・配布数 ： 票

・回収数 ： 票

・回収率 ： ％

・市民に対し、観光に対する意識や意向を

尋ねています。来訪者としてではなく、

生活者・暮らしの場としての意識が主と

なっています。

・年齢や居住地区などの内訳別に特徴的な

傾向などを点検しています。

ｂ．

事業所

・本ビジョン策定にあたり実施

・調査対象：商工会会員及び観光協会会

員

・調査方法：郵送配布・回収

・調査期間：令和４年６月８日～ 日

・配布数 ： 票

・回収数 ： 票

・回収率 ： ％

・関連団体に所属する市内事業所の概ね全

数を対象としており、業種を問わず、事

業所の視点で観光に対する意識・考え方

を尋ねています。

・観光関連業種に限定した集計も実施し、

観光業当事者としての傾向についても

点検しています。

ｃ．

来訪者

・観光関連データ収集のため毎年実施

（本ビジョン策定にあたり参照・活用）

・調査対象：市内主要観光拠点への来訪

者

・観光協会や市が毎年実施しているもので

あり、観光目的で安曇野市を訪れた方の

意識・意向などを点検しています。

※詳細は安曇野市ホームページに掲載
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４ 観光における社会潮流

４－１ サステナブル・ツーリズム※（持続可能な観光）

インバウンド※観光の隆盛、オーバーツーリズム※などによる観光公害の発生、新型コロナの世界

的流行、国連による ※（持続可能な開発目標）の普及など、「観光」を取り巻く状況は近年

大きく変化しています。これらの変化にともない、従来のマスツーリズム※から観光振興政策の大き

な方向転換が求められています。

＜観光政策の世界的潮流＞

〇観光の負の側面への対応が求められるようになった

〇国連によるＳＤＧｓのコンセプトの観光分野への適用

→「住民（地域）の福祉の向上に寄与する観光」

＝「持続可能な観光」が新たな観光政策の原則

① 「持続可能な観光」の定義と施策・取り組みの例

「持続可能な観光」は国連世界観光機関（ ）※において定義されており、日本もそれに

従い、観光振興していくことを方針としています。 は「持続可能な観光」を「訪問客、産

業、環境、受け入れ地域の需要に適合しつつ、現在と未来の環境、社会文化、経済への影響に十

分配慮した観光」と定義しています。

◇持続可能な観光の具体的な内容（※ＵＮＷＴＯの定義をもとに独自に作成）

政策／方針 概要 考え方／施策 具体的な取り組み（例）

①地域と関係性を
構築する（来訪
者）

来訪者が地域と関係
性を築き責任ある観
光を行う

•来訪者も責任を有する
•地域価値への共感
•パートナーシップ構築

•関係人口の獲得
•企業の社会貢献活動の受入
•宿泊税、入山税、温泉税など

②地域価値の保全
と活用（地域
側）

質を追求し、地域の
価値がわかる来訪者
に届ける

•質の追求（量を追わない）
•共感を有する多様な層の受
入

•自然・景観の保全
•グローバルツーリズム

•エコツーリズム※

•アドベンチャー・ツーリズム※

③地域経済・雇用
への寄与

観光が地域経済に寄
与する環境を整備す
る

•分散化 長期滞在の推進
•域外への資金の漏出
•人材育成

•通年観光の推進
•シェアサイクル※

•地域内取引の促進
•商品開発・販売体制の構築

④適切なマネジメ
ントとコントロ
ール

①、②を体現するよ
うコントロール（規
制）し、それが効果
を生むようマネジメ
ントする

•ゾーニング※、乱開発の規制
•適切なコミュニケーション
•マーケティング
•データ収集・分析・評価

〇コントロール
•土地利用規制、渋滞緩和
•広告依存からの脱却
〇地域マネジメント組織の強化

⑤地元関係者との
パートナーシッ
プ

①～③を関係者と協
力して実施

・事業者や住民との・問題
意識・方針の共有

・協働プロジェクト

•インナープロモーション※

•勉強会・合意形成・観光教育
•部署間･産学官連携

図 マガジン「♯ 」より作図

② 「持続可能な観光」に対する市場ニーズ

◇持続可能な観光に対する市場ニーズ

〇 安曇野市においても、社会潮流と市場環境の変化を見極めて、地域としての持続可能な観光
への取り組みを進め、 ※対応の指標に沿った観光に取り組むことやニューノーマル※への
対応が求められます。

４－２ 体験型観光への転換

○ 旅行のスタイルは時代の流れとともに変化し、「大人数」で行動し、「見る・買う」といった観光
スタイルから、「少人数・個人」で地域に滞在し、「地域ならではのことを体験する」といった「体
験型観光」に転換しつつあります。

○ 普段の日常とはかけ離れた「非日常」ではなく、普段の生活と少し違う、その土地ならではを疑
似体験するような、「異日常」を楽しむことが、体験型観光の最大の魅力です。

○ 体験型観光の充実を図ることで、来訪者の満足度向上のほか、滞在時間の延長による地域で
の観光消費額の増加につながると、期待されています。

４－３ 新型コロナ後の市場の変化と対応

① 観光客の意識・スタイルの変化

〇 密から疎へ
→ 「都市から地方」「室内から屋外（自然）」「集中から分散」へ観光行動がシフトしています。
対 応 ニーズに対応した屋外でのコンテンツや自然を活用したアクティビティなどの開発、密
にならない施設整備などが求められます。

〇 団体から個人へ
→ 団体行動が避けられる傾向にあることから、団体旅行が減少しました。予約や観光情報取
得のインターネット利用の加速も、これに拍車をかけており、今後、団体客数は以前の水準に
は戻らない可能性があります。
対 応 安曇野市においても、団体旅行の受入体制やプロモーションについては見直しが迫られています。

〇 インバウンド※は再び日本へ
→ 世界経済フォーラムの調査では、令和 （ ）年の日本の旅行・観光開発指数が
か国中 位となりました。円安による割安感も追い風となり、新型コロナ収束後は再びインバ
ウンドが急回復する可能性があります。
対 応 安曇野市においてもインバウンドに対する受入体制やプロモーション戦略の見直し
が必要です。

② デジタル活用の重要性の高まり

〇 インターネットでの予約・情報検索が主流となる中で、利便性が高いシステムの導入、魅力を伝
える動画コンテンツの整備や ※の活用などの重要性がいっそう高まっています。

〇 安曇野市の観光関連産業も （デジタル・トランスフォーメーション）※を推進することが必要です。

〇 持続可能な観光に対
する来訪者のニーズは、
世界的に高まりを見せ
ており、近年、日本にお
いてもその傾向を見せ
ていることから、今後、今
まで以上に重要になる
と考えられます。

出典 ブッキング・ドットコム「 年 サステナブルトラベル」に関する調査
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４ 観光における社会潮流

４－１ サステナブル・ツーリズム※（持続可能な観光）

インバウンド※観光の隆盛、オーバーツーリズム※などによる観光公害の発生、新型コロナの世界

的流行、国連による ※（持続可能な開発目標）の普及など、「観光」を取り巻く状況は近年

大きく変化しています。これらの変化にともない、従来のマスツーリズム※から観光振興政策の大き

な方向転換が求められています。

＜観光政策の世界的潮流＞

〇観光の負の側面への対応が求められるようになった

〇国連によるＳＤＧｓのコンセプトの観光分野への適用

→「住民（地域）の福祉の向上に寄与する観光」

＝「持続可能な観光」が新たな観光政策の原則

① 「持続可能な観光」の定義と施策・取り組みの例

「持続可能な観光」は国連世界観光機関（ ）※において定義されており、日本もそれに

従い、観光振興していくことを方針としています。 は「持続可能な観光」を「訪問客、産

業、環境、受け入れ地域の需要に適合しつつ、現在と未来の環境、社会文化、経済への影響に十

分配慮した観光」と定義しています。

◇持続可能な観光の具体的な内容（※ＵＮＷＴＯの定義をもとに独自に作成）

政策／方針 概要 考え方／施策 具体的な取り組み（例）

①地域と関係性を
構築する（来訪
者）

来訪者が地域と関係
性を築き責任ある観
光を行う

•来訪者も責任を有する
•地域価値への共感
•パートナーシップ構築

•関係人口の獲得
•企業の社会貢献活動の受入
•宿泊税、入山税、温泉税など

②地域価値の保全
と活用（地域
側）

質を追求し、地域の
価値がわかる来訪者
に届ける

•質の追求（量を追わない）
•共感を有する多様な層の受
入

•自然・景観の保全
•グローバルツーリズム

•エコツーリズム※

•アドベンチャー・ツーリズム※

③地域経済・雇用
への寄与

観光が地域経済に寄
与する環境を整備す
る

•分散化 長期滞在の推進
•域外への資金の漏出
•人材育成

•通年観光の推進
•シェアサイクル※

•地域内取引の促進
•商品開発・販売体制の構築

④適切なマネジメ
ントとコントロ
ール

①、②を体現するよ
うコントロール（規
制）し、それが効果
を生むようマネジメ
ントする

•ゾーニング※、乱開発の規制
•適切なコミュニケーション
•マーケティング
•データ収集・分析・評価

〇コントロール
•土地利用規制、渋滞緩和
•広告依存からの脱却
〇地域マネジメント組織の強化

⑤地元関係者との
パートナーシッ
プ

①～③を関係者と協
力して実施

・事業者や住民との・問題
意識・方針の共有

・協働プロジェクト

•インナープロモーション※

•勉強会・合意形成・観光教育
•部署間･産学官連携

図 マガジン「♯ 」より作図

② 「持続可能な観光」に対する市場ニーズ

◇持続可能な観光に対する市場ニーズ

〇 安曇野市においても、社会潮流と市場環境の変化を見極めて、地域としての持続可能な観光
への取り組みを進め、 ※対応の指標に沿った観光に取り組むことやニューノーマル※への
対応が求められます。

４－２ 体験型観光への転換

○ 旅行のスタイルは時代の流れとともに変化し、「大人数」で行動し、「見る・買う」といった観光
スタイルから、「少人数・個人」で地域に滞在し、「地域ならではのことを体験する」といった「体
験型観光」に転換しつつあります。

○ 普段の日常とはかけ離れた「非日常」ではなく、普段の生活と少し違う、その土地ならではを疑
似体験するような、「異日常」を楽しむことが、体験型観光の最大の魅力です。

○ 体験型観光の充実を図ることで、来訪者の満足度向上のほか、滞在時間の延長による地域で
の観光消費額の増加につながると、期待されています。

４－３ 新型コロナ後の市場の変化と対応

① 観光客の意識・スタイルの変化

〇 密から疎へ
→ 「都市から地方」「室内から屋外（自然）」「集中から分散」へ観光行動がシフトしています。
対 応 ニーズに対応した屋外でのコンテンツや自然を活用したアクティビティなどの開発、密
にならない施設整備などが求められます。

〇 団体から個人へ
→ 団体行動が避けられる傾向にあることから、団体旅行が減少しました。予約や観光情報取
得のインターネット利用の加速も、これに拍車をかけており、今後、団体客数は以前の水準に
は戻らない可能性があります。
対 応 安曇野市においても、団体旅行の受入体制やプロモーションについては見直しが迫られています。

〇 インバウンド※は再び日本へ
→ 世界経済フォーラムの調査では、令和 （ ）年の日本の旅行・観光開発指数が
か国中 位となりました。円安による割安感も追い風となり、新型コロナ収束後は再びインバ
ウンドが急回復する可能性があります。
対 応 安曇野市においてもインバウンドに対する受入体制やプロモーション戦略の見直し
が必要です。

② デジタル活用の重要性の高まり

〇 インターネットでの予約・情報検索が主流となる中で、利便性が高いシステムの導入、魅力を伝
える動画コンテンツの整備や ※の活用などの重要性がいっそう高まっています。

〇 安曇野市の観光関連産業も （デジタル・トランスフォーメーション）※を推進することが必要です。

〇 持続可能な観光に対
する来訪者のニーズは、
世界的に高まりを見せ
ており、近年、日本にお
いてもその傾向を見せ
ていることから、今後、今
まで以上に重要になる
と考えられます。

出典 ブッキング・ドットコム「 年 サステナブルトラベル」に関する調査
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本ビジョンでは、安曇野市の観光資源を最大限活用するとともに、市内観光産業
における諸課題を対処し、近年の観光市場の変化といった社会潮流も踏まえた施策
を展開します。また、第１次ビジョンで掲げられた理念を継承しつつも、点検・評
価の中で明らかとなった課題を克服し、経済や環境、社会とのバランスのとれた成
熟した観光都市の実現を目指します。

５ 安曇野市観光の目指す姿

第２次安曇野市観光振興ビジョンコンセプト

また行きたい、選ばれ
～期待され、信頼される

実現するための施策

持続可能な観光地の形成

戦略的な観光プロモーション 地域独自の観光資源の活用

ブランドの確立、持続可
能性の担保、 ※の推
進、ハード整備など、全体
に関わる施策を通じて、
選ばれ続ける観光地の基
盤を構築します。広域・各団体連携に

よる情報発信、関係人
口の創出、イベントを通
じた交流人口の拡大を
図り、市外に向けて戦略
的に安曇野観光の魅力
を伝えていきます。

安曇野市が誇る
観光資源（ヒト・モノ・コ

ト）の磨き上げにより、市
内での滞在価値の向上を
図ります。アドベンチャー・
ツーリズム※など新しい滞
在型観光を振興します。

・ 日本屈指の人気を誇る山岳の麓
に位置している。

・ 多彩な観光資源を有している。
・ リピーターの割合が多い。

・ 滞在時間が短く、市内消費額が
少ない。

・ 観光消費が特定のエリアに偏る。
・ 新しい層の開拓や域内調達の増
加が必要。

安曇野市観光の特徴 観光産業における課題

５－１ コンセプト

 
 

 

続ける観光地 安曇野
観光地づくりを目指して～

目指す観光地の姿

【好循環１】
来訪者の期待を超える価値を
提供することで、「また、行きた
い」と感じる安曇野ファンを増
加させ、対価を得る好循環を創
出します。

【好循環２】
観光振興の目的は、地域経済の
活性化に貢献することです。地
域内の循環を高めることで、経
済効果を高め、雇用の確保、税
収の増加を図り、まちづくりへ
の再投資による好循環を創出し
ます。

【好循環３】
自然・景観・文化などの固有の地
域資源は、観光の中核的な価値
であり、シビックプライドを醸
成する市民の心のよりどころ
です。これを快適に楽しむサー
ビスを提供することで、観光産
業が成り立っています。これら
を次世代に引き継げるよう、各
主体が保全や磨き上げに協力
する好循環を創出します。

・ サステナブル・ツーリズム※（持続

可能な観光）への転換。

・ 来訪者の意識・スタイルの変化。

（「見る観光 → 体験する観光」など）

・ デジタル活用の重要性の高まり。

観光における社会潮流

【理念】

・ 観光・他産業事業者、市民、行政

などが一体となった観光振興。
【課題】

・ 計画を遂行する推進体制の構築。

・ 施策の達成度を図る指標の設定。

第１次ビジョンの理念継承・課題克服

【第 次安曇野市観光振興ビジョン】

はじめよう、『安曇野暮らしツーリズム』～豊かな旅・豊かな生き方～

来訪者には安曇野市が大切にしている価値観や暮ら
しを伝え、豊かな旅を提供。私たちは暮らしの磨き上
げや交流を通じて豊かな生き方を実現していく

観光関連事業者だ
けが取り組むので
はなく、観光を中
心に、農林漁業を
はじめとしたすべ
ての産業の事業
者、安曇野暮らし
を実践する市民、
行政等が連携・協
働して行う

・産業振興
・基盤整備

・雇用の安定
・所得増

・人口
流出歯止め

・市との協働

による生活

環境の維持

・生活環境
の向上

・働き手の

確保

・観光への
理解・協力

来
訪
者

観光関連産業

行政

市民

関係者が一体となり
来訪者に滞在価値
を約束し、質の高い
サービスを提供する

自然・景観・文化
中核的価値

好循環１

質の高い
宿・食・体験・土産等

（付帯的価値）
↓

外貨を稼ぐ

好循環

保全・整備

寄付・協力

好循環３

保全・投資

安曇野を選ぶ

価値を実感 地域に貢献

ファンになる

           ※

（郷土愛）の醸成

地域ブランド・
イメージ ・地域活性化

・税収増

協
働
・連
携

協
働
・

連
携

協
働
・連
携

また、行きたい

第 次ビジョンの
理念を継承



21

【
Chapter 4】

推
進
体
制
・
進
捗
管
理

【
Chapter 3】

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
Chapter 2】

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

【
Chapter 1】

ビ
ジ
ョ
ン

【
資
料
編
】

 
 

本ビジョンでは、安曇野市の観光資源を最大限活用するとともに、市内観光産業
における諸課題を対処し、近年の観光市場の変化といった社会潮流も踏まえた施策
を展開します。また、第１次ビジョンで掲げられた理念を継承しつつも、点検・評
価の中で明らかとなった課題を克服し、経済や環境、社会とのバランスのとれた成
熟した観光都市の実現を目指します。

５ 安曇野市観光の目指す姿

第２次安曇野市観光振興ビジョンコンセプト

また行きたい、選ばれ
～期待され、信頼される

実現するための施策

持続可能な観光地の形成

戦略的な観光プロモーション 地域独自の観光資源の活用

ブランドの確立、持続可
能性の担保、 ※の推
進、ハード整備など、全体
に関わる施策を通じて、
選ばれ続ける観光地の基
盤を構築します。広域・各団体連携に

よる情報発信、関係人
口の創出、イベントを通
じた交流人口の拡大を
図り、市外に向けて戦略
的に安曇野観光の魅力
を伝えていきます。

安曇野市が誇る
観光資源（ヒト・モノ・コ

ト）の磨き上げにより、市
内での滞在価値の向上を
図ります。アドベンチャー・
ツーリズム※など新しい滞
在型観光を振興します。

・ 日本屈指の人気を誇る山岳の麓
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・ 多彩な観光資源を有している。
・ リピーターの割合が多い。

・ 滞在時間が短く、市内消費額が
少ない。

・ 観光消費が特定のエリアに偏る。
・ 新しい層の開拓や域内調達の増
加が必要。

安曇野市観光の特徴 観光産業における課題

５－１ コンセプト

 
 

 

続ける観光地 安曇野
観光地づくりを目指して～

目指す観光地の姿
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を次世代に引き継げるよう、各
主体が保全や磨き上げに協力
する好循環を創出します。

・ サステナブル・ツーリズム※（持続
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・市との協働

による生活

環境の維持

・生活環境
の向上
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（付帯的価値）
↓
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安曇野を選ぶ

価値を実感 地域に貢献

ファンになる

           ※

（郷土愛）の醸成

地域ブランド・
イメージ ・地域活性化

・税収増

協
働
・連
携

協
働
・

連
携

協
働
・連
携

また、行きたい

第 次ビジョンの
理念を継承
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２－２
関係人口の創出と活用

～地域外とのネットワークづくり～

３－３
【コト】新しい時代の滞在型観光の振興

～各種ツーリズムの推進～

戦
略
的
な

観
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プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

【
柱
２

】

地
域
独
自
の
観
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資
源
の
活
用

【
柱
３

】 ３－１
【ヒト】観光人材の育成と活用
～新しい観光を担うヒトづくり～

３－２
【モノ】地域資源の磨き上げ
～魅力的な滞在環境づくり～

２－１
効果的・効率的な情報発信
～広域連携と海外発信～

２－３
イベントによる観光交流人口の拡大
～新規創出と満足度の向上～

１-１
観光地ブランドの確立

～「核」となる理念・滞在価値の形成～

１－４
観光都市としての基盤整備

～快適で安心な受入体制づくり～

持
続
可
能
な
観
光
地
の
形
成

【
柱
１

】

柱 基本戦略

１－２
観光地経営の実践

～持続可能な観光地づくり～
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資
料
編
】

 
 

本ビジョンのコンセプトを実現するため、３つの柱、 の基本戦略、 の施策を定
め、優先的に取り組む施策をまとめた３つの重点プロジェクトを設定します。

1-1-1：観光地ストーリーの構築と発信 ●

1-1-2：世界・全国に通用する地域ブランドの育成と発信 ● ● ●

1-1-3：フィルムコミッション※機能の充実 ●

1-2-1：持続可能なマネジメント体制の構築 ●

1-2-2：社会経済のサステナビリティの醸成

1-2-3：文化・環境のサステナビリティへの貢献

1-2-4：観光危機管理体制の構築

1-3-1：デジタルを活用した観光調査の充実

1-3-2：デジタルを活用した新たなコンテンツの開発

1-3-3：デジタルを活用した来訪者の利便性向上

1-4-1：二次交通※の整備

1-4-2：訪日外国人旅行者の受入体制整備 ●

1-4-3：多様な旅行ニーズへの対応整備

2-1-1：広域・団体との連携によるＰＲ

2-1-2：海外市場への情報発信強化 ●

2-2-1：ＳＮＳ※・インフルエンサー※などを活用した関係人口の創出

2-2-2：都市部企業・人の誘致

2-3-1：イベントの実施・創出

2-3-2：イベント来訪者の回遊性・リピート率向上

3-1-1：観光プロフェッショナルの登用・活用

3-1-2：観光の担い手確保・活用

3-1-3：各種ニーズに応じた観光ガイドの育成・活用 ●

3-1-4：来てみてよかった安曇野づくり ●

3-2-1：地域資源の活用 ●

3-2-2：温泉・温浴施設の魅力向上 ●

3-2-3：食の魅力発信

3-3-1：アドベンチャー・ツーリズム※の推進 ● ●

3-3-2：アート・ツーリズム※の展開

3-3-3：新しい滞在型ツーリズムの推進 ●

施策

重点プロジェクト

安曇野で
アウトドア

満喫
プロジェクト

のんびり
安曇野の旅
プロジェクト

観光地
「AZUMINO」
ブランド

向上
プロジェクト
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取り組みの進捗状況を把握するため、成果や実施状況について指標を設定し、数値
で可視化します。指標は「ビジョン全体」と「基本戦略」に対して設定します。それ
ぞれの役割は以下のとおりです。

・ 「ビジョン全体」の達成状況を測る指標 ：ＫＧＩ（重要目標達成指標）

・ 「基本戦略」の達成状況を測る指標 ：ＫＰＩ（重要業績評価指標）

◇「ビジョン全体」の達成状況を測る指標（ ）

単位
基準値
（ ）

目標値

（ ）
出典 目標設定の考え方

観光消費額 億円
長野県

観光地利用者

統計調査

新型コロナ前（令和元年）の水準への

回復を目指す。

来訪者の満足度

（大変満足・満足）
％

安曇野市

観光アンケート

調査

令和７年度（３年目）までに３％増加

し、その水準の維持を目指す。

平均宿泊日数 泊
安曇野市

観光アンケート

調査
毎年 泊ずつの増加を目指す。

歳未満の

再来訪率
％

安曇野市

観光アンケート

調査
毎年１％ずつの増加を目指す。

延べ宿泊客数 百人
長野県

観光地利用者

統計調査

新型コロナ前（令和元年）の水準への

回復を目指す。

施策体系の３つの柱との関係は以下のとおりです。
●：各柱の成果を主に評価する指標
〇：主に評価する指標ではないが、各指標の押し上げを下支えする指標

【施策の柱１】

持続可能な

観光地の形成

【施策の柱２】

戦略的な

観光プロモーション

【施策の柱３】

地域独自の

観光資源の活用

観光消費額 〇 〇 ●

来訪者の満足（大変満足・満足） 〇 〇 ●

平均宿泊日数 〇 ● 〇

歳未満の再来訪率 〇 ● 〇

延べ宿泊客数 〇 ● 〇

※本ビジョンは 年間を期間としていますが、社会経済情勢の変化が激しく、先を見通すことが難し

いため、指標は前期（５年後）の目標値として設定し、令和９年度に見直しを図ることとします。

５－ 計画の評価指標
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第 2章
アクションプラン

　本章では、第1章で設定した「施策体系」に基づき、前期（5
年間）で取り組む具体的な事業を掲載しています。今回、新たに
取り組むものは「新規」、いっそう力を入れていく取り組みは「強化」
として示し、実施主体・連携主体も設定しています。

※本章では令和 5（2023）～ 9年度までの「前期アクションプラン」を掲載。
令和10～ 14年度の「後期アクションプラン」は、前期最終年度の策定を予定。

 
 

 

取り組みの進捗状況を把握するため、成果や実施状況について指標を設定し、数値
で可視化します。指標は「ビジョン全体」と「基本戦略」に対して設定します。それ
ぞれの役割は以下のとおりです。

・ 「ビジョン全体」の達成状況を測る指標 ：ＫＧＩ（重要目標達成指標）

・ 「基本戦略」の達成状況を測る指標 ：ＫＰＩ（重要業績評価指標）

◇「ビジョン全体」の達成状況を測る指標（ ）

単位
基準値
（ ）

目標値

（ ）
出典 目標設定の考え方

観光消費額 億円
長野県

観光地利用者

統計調査

新型コロナ前（令和元年）の水準への

回復を目指す。

来訪者の満足度

（大変満足・満足）
％

安曇野市

観光アンケート

調査

令和７年度（３年目）までに３％増加

し、その水準の維持を目指す。

平均宿泊日数 泊
安曇野市

観光アンケート

調査
毎年 泊ずつの増加を目指す。

歳未満の

再来訪率
％

安曇野市

観光アンケート

調査
毎年１％ずつの増加を目指す。

延べ宿泊客数 百人
長野県

観光地利用者

統計調査

新型コロナ前（令和元年）の水準への

回復を目指す。

施策体系の３つの柱との関係は以下のとおりです。
●：各柱の成果を主に評価する指標
〇：主に評価する指標ではないが、各指標の押し上げを下支えする指標

【施策の柱１】

持続可能な

観光地の形成

【施策の柱２】

戦略的な

観光プロモーション

【施策の柱３】

地域独自の

観光資源の活用

観光消費額 〇 〇 ●

来訪者の満足（大変満足・満足） 〇 〇 ●

平均宿泊日数 〇 ● 〇

歳未満の再来訪率 〇 ● 〇

延べ宿泊客数 〇 ● 〇

※本ビジョンは 年間を期間としていますが、社会経済情勢の変化が激しく、先を見通すことが難し

いため、指標は前期（５年後）の目標値として設定し、令和９年度に見直しを図ることとします。

５－ 計画の評価指標
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1 

基本戦略ごとに施策を示しています。各ページの見方は、次のとおりです。

■基本戦略 ：

観光地ブランドの確立～「核」となる理念・滞在価値の形成～

安曇野市の強みを整理し、磨き上げ続けるとともに、効果的に伝える戦略をつくり、世界・全

国に通用するブランドの確立を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

市の観光意欲度※ 位 位 地域ブランド調査

 
 

１ １ １観光地ストーリーの構築と発信

⚫ 歴史・文化、自然をはじめとする地域資源の価値を再整理し、観光地の魅力を伝えるスト

ーリーを構築します。

１ 観光地ブランド形成に向けたストーリー構築

事業説明

安曇野市独自のブランド・アイデンティティ※の要素を整理し、来訪者が想像

力を膨らませ、訴求するストーリーを構築し、安曇野市を旅する目的を具体

化します。

新規・強化する

取り組み

【強化】歴史・文化、自然をはじめとする地域資源の価値の再整理

実施主体 観光課 連携主体 文化課・移住定住推進課

 
 
 
 
 

 
 

基本戦略の名称です。

指標 

施策

目指すこと 
戦略の推進によって目指すことを示しています。

戦略の推進により、達成すべき指標

を施策単位で設定しています。

施策の名称です。

事業の名称です 事業内容を示しています。

今回のアクションプランによって新

規に行う取り組みや、これまでの取り

組みを強化するものを示しています。

事業を推進するにあたっ

て、中核となる主体を記載

しています。

事業を推進するにあた

って、連携して取り組む

主体を記載しています。
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　本ビジョンで設定した施策の３本柱のひとつ目では、４つの基本戦略、
13の施策により、観光振興の全体にかかわる観光地としての基盤を、ハー
ド・ソフトの両面から整備します。特に、本ビジョンコンセプトの要であ
る「選ばれ続ける観光地（＝持続可能な観光地）」の形成に向けて、観光
地としてのブランドの構築や、マネジメント体制の整備、社会の変化や市
場ニーズへの対応を図ります。

観光地ブランドの確立 ～「核」となる理念・滞在価値の形成～… …………………28
観光地経営の実践 ～持続可能な観光地づくり～……………………………………32
観光ＤＸ※の推進 ～デジタルを活用した観光サービスの変容～………………………36
観光都市としての基盤整備 ～快適で安心な受入体制づくり～… …………………38

施策の柱
…
1　持続可能な観光地の形成

施策の柱 1に対応する SDGs※項目

1 

基本戦略ごとに施策を示しています。各ページの見方は、次のとおりです。

■基本戦略 ：

観光地ブランドの確立～「核」となる理念・滞在価値の形成～

安曇野市の強みを整理し、磨き上げ続けるとともに、効果的に伝える戦略をつくり、世界・全

国に通用するブランドの確立を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

市の観光意欲度※ 位 位 地域ブランド調査

 
 

１ １ １観光地ストーリーの構築と発信

⚫ 歴史・文化、自然をはじめとする地域資源の価値を再整理し、観光地の魅力を伝えるスト

ーリーを構築します。

１ 観光地ブランド形成に向けたストーリー構築

事業説明

安曇野市独自のブランド・アイデンティティ※の要素を整理し、来訪者が想像

力を膨らませ、訴求するストーリーを構築し、安曇野市を旅する目的を具体

化します。

新規・強化する

取り組み

【強化】歴史・文化、自然をはじめとする地域資源の価値の再整理

実施主体 観光課 連携主体 文化課・移住定住推進課

 
 
 
 
 

 
 

基本戦略の名称です。

指標 

施策

目指すこと 
戦略の推進によって目指すことを示しています。

戦略の推進により、達成すべき指標

を施策単位で設定しています。

施策の名称です。

事業の名称です 事業内容を示しています。

今回のアクションプランによって新

規に行う取り組みや、これまでの取り

組みを強化するものを示しています。

事業を推進するにあたっ

て、中核となる主体を記載

しています。

事業を推進するにあた

って、連携して取り組む

主体を記載しています。
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1 
■基本戦略 ：

観光地ブランドの確立～「核」となる理念・滞在価値の形成～

安曇野市の強みを整理し、磨き上げ続けるとともに、効果的に伝える戦略をつくり、世界・全

国に通用するブランドの確立を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

市の観光意欲度※ 位 位 地域ブランド調査

 
 

１ １ １観光地ストーリーの構築と発信

⚫ 歴史・文化、自然をはじめとする地域資源の価値を再整理し、観光地の魅力を伝えるスト
ーリーを構築します。

１ 観光地ブランド形成に向けたストーリー構築

事業説明

安曇野市独自のブランド・アイデンティティ※の要素を整理し、来訪者が想像

力を膨らませ、訴求するストーリーを構築し、安曇野市を旅する目的を具体

化します。

新規・強化する

取り組み

【強化】歴史・文化、自然をはじめとする地域資源の価値の再整理

実施主体 観光課 連携主体 文化課・移住定住推進課

 
１ １ ２世界・全国に通用する地域ブランドの育成と発信

⚫ 世界・全国に通用する安曇野ブランドの確立に向け、安曇野市の強みである「わさび」「山岳
観光」「天蚕」「サイクルブランド」などの地域資源を活用し、その発信を推進します。

１ わさびを活用した観光振興

事業説明

世界的にも注目を集める安曇野市の特産品「わさび」を核に、ブランド育成

や海外展開を行う農政課と連携し、生産者・観光事業者との連携による事業

展開を促進し、観光資源としてのブランド向上を図ります。

新規・強化する

取り組み

【強化】わさびなどを活用した体験メニューの造成

実施主体 観光課 連携主体 観光協会、農政課

指標 

施策

目指すこと 

施策
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２ 山岳観光の推進

事業説明

山岳観光関連事業者と連携し、日本屈指の人気を誇る北アルプスの受入環境

整備と国内外への を行い、山岳リゾートとしてのブランド力向上と市内

全体の経済活性化を図ります。

新規・強化する

取り組み

【新規】登山基地機能の整備

【強化】二次交通※の拡充

【新規】冬季コンテンツの開発

実施主体
観光協会・

山岳観光推進実行委員会
連携主体 安曇野市タクシー運営協議会

３ 天蚕を活用した観光振興

事業説明

天蚕や有明紬などの伝統産業や特色のある地域産業との連携を図り、広域連

携による情報発信や世界・全国に通用する商品のリブランディング※などによ

り、観光資源として活用していきます。

新規・強化する

取り組み

【新規】天蚕振興計画の策定検討

【強化】天蚕を活用した産業体験プログラムの開発

実施主体 安曇野市天蚕振興会 連携主体 観光課、農政課・商工労政課

安曇野市山岳観光推進実行委員会とは？

山岳観光を含めた安曇野市観光の振興を目的として、平成 年度に安曇野市、山小屋

関係者、登山案内人組合、観光協会、タクシー運営協議会などを構成員として設置された

組織。山岳観光の魅力や安全登山啓発に関わるイベントの開催、山岳関係のエージェント

やメディアとの懇談会の実施、日本語版・英語版登山マップの作成、ツアー造成、インス

タグラムや を活用した情報発信などを行っています。

安曇野市天蚕振興会とは？

安曇野市穂高有明の伝統工芸「穂高天蚕糸」の保護及び後継者の育成を目的に、昭和

年に設立。天蚕の飼育、繰糸、機織りを昔ながらの手法を継承して行い、天蚕製品の製造・

販売を行っています。また、「安曇野市天蚕センター」の管理運営を通じて、天蚕の普及啓

発を図っています。

 

1 
■基本戦略 ：

観光地ブランドの確立～「核」となる理念・滞在価値の形成～

安曇野市の強みを整理し、磨き上げ続けるとともに、効果的に伝える戦略をつくり、世界・全

国に通用するブランドの確立を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

市の観光意欲度※ 位 位 地域ブランド調査

 
 

１ １ １観光地ストーリーの構築と発信

⚫ 歴史・文化、自然をはじめとする地域資源の価値を再整理し、観光地の魅力を伝えるスト
ーリーを構築します。

１ 観光地ブランド形成に向けたストーリー構築

事業説明

安曇野市独自のブランド・アイデンティティ※の要素を整理し、来訪者が想像

力を膨らませ、訴求するストーリーを構築し、安曇野市を旅する目的を具体

化します。

新規・強化する

取り組み

【強化】歴史・文化、自然をはじめとする地域資源の価値の再整理

実施主体 観光課 連携主体 文化課・移住定住推進課

 
１ １ ２世界・全国に通用する地域ブランドの育成と発信

⚫ 世界・全国に通用する安曇野ブランドの確立に向け、安曇野市の強みである「わさび」「山岳
観光」「天蚕」「サイクルブランド」などの地域資源を活用し、その発信を推進します。

１ わさびを活用した観光振興

事業説明

世界的にも注目を集める安曇野市の特産品「わさび」を核に、ブランド育成

や海外展開を行う農政課と連携し、生産者・観光事業者との連携による事業

展開を促進し、観光資源としてのブランド向上を図ります。

新規・強化する

取り組み

【強化】わさびなどを活用した体験メニューの造成

実施主体 観光課 連携主体 観光協会、農政課

指標 

施策

目指すこと 

施策
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４ 安曇野サイクルブランドの構築

事業説明

シェアサイクル・レンタサイクルなどを活用したポタリング※の推進や、マウ

ンテンバイクなどを活用したアウトドアスポーツの活性化を図り、観光地と

しての安曇野サイクルブランドを構築します。

新規・強化する

取り組み

【強化】ポタリングの推進

【新規】自転車ガイドの育成と活用方法の検討

実施主体
安曇野サイクリングブランド化推進室・

観光協会
連携主体

スポーツ推進課

５ ロゴデザインなどを活用したブランドの構築

事業説明

ターゲットごとの効果的なプロモーション展開や魅力的な観光資源との組み

合わせにより、ロゴマーク「朝が好きになる街」を活かしたブランド構築を

目指します。

新規・強化する

取り組み

【強化】食や体験など安曇野市の魅力的な「観光資源 × 朝」によるブラン

ド構築

実施主体 観光課 連携主体 観光協会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

安曇野サイクリングブランド化推進室とは？

平成 年８月にシェアサイクルを導入したのを契機として、安曇野でのサイクリング

のブランド化を目的に、安曇野市観光協会を中心に観光事業者・安曇野市が連携して立ち

上げたプロジェクトチーム。令和２年３月に第１回目の会議を開催して以降、「安曇野サ

イクリング巡りフォトラリー」や「安曇野サイクルロゲイニング※」の開催、「安曇野サイ

クルオアシス※」の設置のほか、里山トレッキング商品の開発など、自転車以外の分野に

も裾野を広げ、観光振興に向けた活動を展開しています。

当初はステーション 箇所、自転車 台でスタートしました。

「朝が好きになる街 安曇野」とは？

合併 周年の節目に取り組んだ （ビジュア

ル・アイデンティティ）構築事業により生まれた

ロゴマーク。安曇野から見る山々や美しい水、農

作物などがパッチワークで表現されています。

このデザインをベースに、さまざまな物品に展

開することにより、安曇野市のイメージアップを

図りながら、存在価値を高めていこうとするもの

です。また、市役所内の利用のみでなく、民間事

業者にも広く使用してもらうことにより、「安曇野

ブランド」の存在感を高め、市内の産業支援につ

なげることを目的としています。
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１ １ ３フィルムコミッション機能の充実

⚫ 安曇野市を舞台にしたドラマ・映画・アニメなどを誘致・支援するフィルムコミッション
※の機能を充実させ、メディア掲出により市の認知度向上及び魅力の発信につなげます。

１ メディア・ロケ誘致・支援の推進

事業説明

関係団体などと連携し、メディア・ロケ支援体制の充実を図り、メディア掲

出やロケ作品を通じた発信により、安曇野市の認知度を向上させ観光地ブラ

ンドの確立を目指します。

新規・強化する

取り組み

【強化】信州フィルムコミッションネットワーク※、近隣フィルムコミッショ

ンとの連携

【強化】受入体制づくり

実施主体 観光課 連携主体 信州フィルムコミッションネットワーク、周辺市町村

２ メディア・ロケ機会を捉えた効果的な情報発信

事業説明
ロケ地の情報発信を効果的に行うとともに、ロケ支援作品に関連したイベン

トなどを実施し、新たな来訪者層の獲得を目指します。

新規・強化する

取り組み

【強化】上映中及び上映前後（放送前後）の情報発信

実施主体 観光課 連携主体 観光協会、文化課

施策

安曇野市におけるロケ支援の取り組み

安曇野市では、長野県内の自治体や で構成する信州フィルムコミッションネットワ
ークに加盟し、近隣のフィルムコミッションと連携しロケーション撮影（スタジオ外での
撮影）の支援を行っています。支援内容は制作者のイメージに合う場所の紹介やロケに必
要な届出の案内、撮影時のエキストラの募集、宣伝への協力などを行っています。
ロケ作品の公開で、安曇野市の知名度が高まることや聖地訪問を目的とした来訪者の増
加、スタッフの飲食、宿泊などの経済効果も期待できます。今後もロケ支援体制を強化
し、機会を捉えて、安曇野市の魅力を全国に発信します。

「映画ざんねんないきもの事典」

人気児童書の映画化。オーストラリア・南
極・日本（安曇野市）が物語の舞台。

「太陽とボレロ」

水谷豊監督作品。烏川渓谷緑地や安曇野市
役所でロケが行われた。 

近年のロケ支援映画

 

（ｃ）２０２２「太陽とボレロ」製作委員会 

 

４ 安曇野サイクルブランドの構築

事業説明

シェアサイクル・レンタサイクルなどを活用したポタリング※の推進や、マウ

ンテンバイクなどを活用したアウトドアスポーツの活性化を図り、観光地と

しての安曇野サイクルブランドを構築します。

新規・強化する

取り組み

【強化】ポタリングの推進

【新規】自転車ガイドの育成と活用方法の検討

実施主体
安曇野サイクリングブランド化推進室・

観光協会
連携主体

スポーツ推進課

５ ロゴデザインなどを活用したブランドの構築

事業説明

ターゲットごとの効果的なプロモーション展開や魅力的な観光資源との組み

合わせにより、ロゴマーク「朝が好きになる街」を活かしたブランド構築を

目指します。

新規・強化する

取り組み

【強化】食や体験など安曇野市の魅力的な「観光資源 × 朝」によるブラン

ド構築

実施主体 観光課 連携主体 観光協会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

安曇野サイクリングブランド化推進室とは？

平成 年８月にシェアサイクルを導入したのを契機として、安曇野でのサイクリング

のブランド化を目的に、安曇野市観光協会を中心に観光事業者・安曇野市が連携して立ち

上げたプロジェクトチーム。令和２年３月に第１回目の会議を開催して以降、「安曇野サ

イクリング巡りフォトラリー」や「安曇野サイクルロゲイニング※」の開催、「安曇野サイ

クルオアシス※」の設置のほか、里山トレッキング商品の開発など、自転車以外の分野に

も裾野を広げ、観光振興に向けた活動を展開しています。

当初はステーション 箇所、自転車 台でスタートしました。

「朝が好きになる街 安曇野」とは？

合併 周年の節目に取り組んだ （ビジュア

ル・アイデンティティ）構築事業により生まれた

ロゴマーク。安曇野から見る山々や美しい水、農

作物などがパッチワークで表現されています。

このデザインをベースに、さまざまな物品に展

開することにより、安曇野市のイメージアップを

図りながら、存在価値を高めていこうとするもの

です。また、市役所内の利用のみでなく、民間事

業者にも広く使用してもらうことにより、「安曇野

ブランド」の存在感を高め、市内の産業支援につ

なげることを目的としています。
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■基本戦略 ：

観光地経営の実践 ～持続可能な観光地づくり～

観光地経営の視点からマネジメント体制を構築するとともに、環境・社会・経済に配慮した持

続可能な観光地づくりを目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

市での 人当たりの滞在費
※交通費、宿泊費、飲食費、土産代、入場料・体験料の

平均値の合計

円
円

安曇野市

観光アンケート調査

 
１ ２ １持続可能なマネジメント体制の構築

⚫ 観光地経営の視点に立った観光推進組織の構築を進め、持続可能な観光地づくりに向け
た取り組みを推進します。

１ 観光地マネジメント組織の設立検討

事業説明

観光協会・商工会・安曇野市・各種事業者・市民による安曇野市版観光地マ

ネジメント組織の設立方針の検討を行うとともに、 （顧客体験価値向上）
※戦略により、稼げる観光地経営体制の構築を目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】 ※などの観光地マネジメント組織の研究・設立方針の検討

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工会

 
２ 持続可能な観光地づくりへの体制構築

事業説明
国際基準に準拠した「日本版 持続可能な観光ガイドライン（ ※」の

認証取得や入湯税の有効活用など、持続可能な観光地への転換を目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】「持続可能な観光地」認証の取得検討

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工会

指標 

施策

目指すこと 

日本版持続可能な観光ガイドライン（ ― ）とは？

持続可能な観光の国際基準「 」に準拠し、日本の特性を各項目に反映した上で、
観光庁・ ※駐日事務所が令和 年 月に策定したガイドラインのこと。観光地が抱
える混雑やマナー違反などのさまざまな課題に対し、地方自治体や などが来訪者と地
域住民の両者が満足できる、持続可能な観光を実現するために作成された。
「 ：持続可能なマネジメント」「 社会経済のサステナビリティ」「 ：文化的サステナ
ビリティ」「 環境のサステナビリティ」の４つの大項目からなり、それらを達成するため
の具体的な取り組み例が示されています。次ページに、本ビジョンの施策体系との対応関係
を示しています。
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■基本戦略 ：

観光地経営の実践 ～持続可能な観光地づくり～

観光地経営の視点からマネジメント体制を構築するとともに、環境・社会・経済に配慮した持

続可能な観光地づくりを目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

市での 人当たりの滞在費
※交通費、宿泊費、飲食費、土産代、入場料・体験料の

平均値の合計

円
円

安曇野市

観光アンケート調査

 
１ ２ １持続可能なマネジメント体制の構築

⚫ 観光地経営の視点に立った観光推進組織の構築を進め、持続可能な観光地づくりに向け
た取り組みを推進します。

１ 観光地マネジメント組織の設立検討

事業説明

観光協会・商工会・安曇野市・各種事業者・市民による安曇野市版観光地マ

ネジメント組織の設立方針の検討を行うとともに、 （顧客体験価値向上）
※戦略により、稼げる観光地経営体制の構築を目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】 ※などの観光地マネジメント組織の研究・設立方針の検討

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工会

 
２ 持続可能な観光地づくりへの体制構築

事業説明
国際基準に準拠した「日本版 持続可能な観光ガイドライン（ ※」の

認証取得や入湯税の有効活用など、持続可能な観光地への転換を目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】「持続可能な観光地」認証の取得検討

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工会

指標 

施策

目指すこと 

日本版持続可能な観光ガイドライン（ ― ）とは？

持続可能な観光の国際基準「 」に準拠し、日本の特性を各項目に反映した上で、
観光庁・ ※駐日事務所が令和 年 月に策定したガイドラインのこと。観光地が抱
える混雑やマナー違反などのさまざまな課題に対し、地方自治体や などが来訪者と地
域住民の両者が満足できる、持続可能な観光を実現するために作成された。
「 ：持続可能なマネジメント」「 社会経済のサステナビリティ」「 ：文化的サステナ
ビリティ」「 環境のサステナビリティ」の４つの大項目からなり、それらを達成するため
の具体的な取り組み例が示されています。次ページに、本ビジョンの施策体系との対応関係
を示しています。

 

 

日本版持続可能な観光ガイドライン（ ― ）と施策体系の対応表

施策との対応

Ａ

持
続
可
能
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ａ マネ

ジメント

の組織と

枠組

Ａ１ デスティネーション・マネジメント戦略と

実行計画
【 】

Ａ２ デスティネーション・マネジメントの責任 【 】

Ａ３ モニタリングと結果の公表 【 】

Ａ４ 観光による負荷軽減のための財源 【 】

Ａ ステ

ークホル

ダーの参

画

Ａ５ 事業者における持続可能な観光への理解促進

Ａ６ 住民参加と意見聴取 【 】

Ａ７ 住民意見の調査

Ａ８ 観光教育 【 】

Ａ９ 旅行者意見の調査 【 】

Ａ１０ プロモーションと情報 【 】【 】

Ａ 負荷

と変化の

管理

Ａ１１ 旅行者の数と活動の管理 【 】

Ａ１２ 計画に関する規制と開発管理

Ａ１３ 適切な民泊運営

Ａ１４ 気候変動への適応 【 】

Ａ１５ 危機管理 【 】

Ａ１６ 感染症対策 【 】

Ｂ Ｂ 地域

経済への

貢献

Ｂ１ 観光による経済効果の測定

社
会
経
済
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ

Ｂ２ ディーセント・ワークと雇用機会 【 】【 】

Ｂ３ 地域事業者の支援と公正な取引 【 】【 】【 】

Ｂ 社

会福祉と

負荷

Ｂ４ コミュニティへの支援 【 】【 】

Ｂ５ 搾取や差別の防止 【 】

Ｂ６ 地権と使用権利

Ｂ７ 安全と治安 【 】

Ｂ８ 多様な受入環境整備 【 】【 】

Ｃ

Ｃ 文

化遺産の

保護

Ｃ１ 文化遺産の保護

文
化
的
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ

Ｃ２ 有形文化遺産 【 】

Ｃ３ 無形文化遺産

Ｃ４ 地域住民のアクセス権

Ｃ５ 知的財産

Ｃ 文化

的場所へ

の訪問

Ｃ６ 文化遺産における旅行者の管理 【 】

Ｃ７ 文化遺産における旅行者のふるまい 【 】【 】【 】

Ｃ８ 観光資源の解説 【 】【 】

Ｄ

Ｄ 自然

遺産の保

全

Ｄ１ 自然遺産 【 】【 】【 】

環
境
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

Ｄ２ 自然遺産における旅行者の管理 【 】

Ｄ３ 自然遺産における旅行者のふるまい 【 】【 】【 】

Ｄ４ 生態系の維持

Ｄ５ 野生生物の保護

Ｄ６ 動物福祉 【 】

Ｄ 資源

のマネジ

メント

Ｄ７ 省エネルギー 【 】

Ｄ８ 水資源の管理 【 】【 】

Ｄ９ 水質

Ｄ 廃

棄物と排

出量の管

理

Ｄ１０ 排水

Ｄ１１ 廃棄物

Ｄ１２ 温室効果ガス※の排出と気候変動の緩和 【 】

Ｄ１３ 環境負荷の小さい交通 【 】【 】【 】

Ｄ１４ 光害

Ｄ１５ 騒音
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１ ２ ２ 社会経済のサステナビリティの醸成

⚫ 来訪者の快適な滞在と地域経済の活性化の両立に取り組む観光関連事業者の支援を強化
します。

１ 地域内の好循環を創出する観光事業者の支援

事業説明
二次・三次交通※の提供や宿泊・飲食業の連携促進、新たな観光事業者の育成、

観光・宿泊事業者の地産地消の推進などの取り組みを支援します。

新規・強化する

取り組み

【新規】Ｂ＆Ｂ（泊食分離）※などの推進

【新規】滞在型観光を促す観光事業者の取り組みの推進・支援

実施主体 観光課、観光協会 連携主体
商工会、農政課・商工労政課・移住定住

推進課

２ 来訪者との好循環を創出する観光事業者の支援

事業説明
観光事業者の連携による新たなコンテンツ造成といったモデル事業や、誘客

活動への支援を通じ、来訪者の継続的な増加を目指します。

新規・強化する

取り組み

【強化】観光コンテンツ造成などへの支援

【強化】商談会などへの出展支援、参加支援

実施主体 観光課、観光協会 連携主体

１ ２ ３ 文化・環境のサステナビリティへの貢献

⚫ 先人から引継がれた文化・自然資源を保全するとともに、温室効果ガス※の排出抑制の取

り組みを強化するなど、安曇野市の観光資源を次の世代に引継ぎます。

１ 観光資源の保全の促進

事業説明
地域貢献型旅行商品の開発支援や自然・文化などの景観保全活動への協力促

進を通じて、持続可能な観光資源の保全を促進します。

新規・強化する

取り組み

【新規】自然保全寄附付旅行商品などの開発支援

【強化】寄付金、ふるさと納税による保全協力の促進

実施主体
観光課 連携主体 観光協会、環境課・文化課・建築住宅課・

総務課

２ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ※）への貢献支援

事業説明

観光事業者などの自然環境保全に配慮した温室効果ガスの抑制と再生可能エ

ネルギー※の活用を促す取り組みや、市民生活と調和した共生社会の実現に

向けた取り組みなどにより、持続可能な観光地づくりを目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】温室効果ガス抑制に向けた勉強会などの実施

実施主体 観光課 連携主体 商工会、観光協会、商工労政課・環境課

 
 

施策

施策

 

 
１ ２ ４ 観光危機管理体制の構築

⚫ 災害時や感染症など緊急時に備えた危機管理体制を構築し、来訪者が安心して旅行でき
る観光地づくりを推進します。

１ 災害時の事業継続の体制構築

事業説明
観光地 （事業継続計画）※の策定や観光事業者の 策定支援により、

観光関連事業者と連携した災害時の事業継続体制の構築を目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】観光関連事業者や地域と連携した危機管理体制の強化

実施主体 観光課 連携主体 観光協会・商工会

２ 観光地継続マネジメント（ＤＣＭ）※の構築

事業説明

自然災害の発生や感染症の拡大などをあらかじめ想定して対策を講じ、来訪

者の落ち込みを最小限にし、早期に元の状態に戻す取り組みを進め、観光地

継続マネジメント（ ）の構築と普及を目指します。

新規・強化する

取り組み

【強化】多様なリスクに応じた効果的な情報発信の強化

【強化】観光事業者への新型コロナ支援

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工会

 

施策

観光地 （事業継続計画）とは？

近年、台風・豪雨などの自然災害が増加していることに加えて、新型コロナ拡大によって

観光産業や観光地が大きなダメージを受けたことなどから、平常時からこうしたリスクを想

定し、現実に災害が生じても、なるべく早く通常の状態に戻すための備えをしておくこと

（＝リスクマネジメント）が重視されるようになりました。

こうしたなかで、個別の企業において策定される「 」を活用し、観光地としても、不

測の事態が生じた際に、中核となる事業を継続・早期普及させるための指針として「観光地

」を検討する必要が求められています。

観光地経営においては、危機が発生しても他所へ移転して事業を継続することができないた

め、一般企業とは異なる観点からの事業継続計画策定が必要です。

（観光地継続マネジメント）とは？

個別の企業においては、「 」の上位概念として「 （事業継続マネジメント）があ

ります。これは、「 」の策定や維持・更新、事業継続を実現するための予算・資源の確

保、事前対策の実施、取り組みを浸透させるための教育・訓練の実施など、平時を含めて継

続的に行うマネジメント活動全般のことです。

これと同じように、観光地としても平時から危機管理体制の構築に取り組む必要があるこ

とから、「 」の検討が求められています。特に、「観光地 」が想定する応急対応期

だけでなく、復旧期・復興期も想定し、来訪者の減少など、危機・災害の発生により受ける

負の影響をできる限り少なくするためのマネジメントが重要とされています。
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１ ２ ２ 社会経済のサステナビリティの醸成

⚫ 来訪者の快適な滞在と地域経済の活性化の両立に取り組む観光関連事業者の支援を強化
します。

１ 地域内の好循環を創出する観光事業者の支援

事業説明
二次・三次交通※の提供や宿泊・飲食業の連携促進、新たな観光事業者の育成、

観光・宿泊事業者の地産地消の推進などの取り組みを支援します。

新規・強化する

取り組み

【新規】Ｂ＆Ｂ（泊食分離）※などの推進

【新規】滞在型観光を促す観光事業者の取り組みの推進・支援

実施主体 観光課、観光協会 連携主体
商工会、農政課・商工労政課・移住定住

推進課

２ 来訪者との好循環を創出する観光事業者の支援

事業説明
観光事業者の連携による新たなコンテンツ造成といったモデル事業や、誘客

活動への支援を通じ、来訪者の継続的な増加を目指します。

新規・強化する

取り組み

【強化】観光コンテンツ造成などへの支援

【強化】商談会などへの出展支援、参加支援

実施主体 観光課、観光協会 連携主体

１ ２ ３ 文化・環境のサステナビリティへの貢献

⚫ 先人から引継がれた文化・自然資源を保全するとともに、温室効果ガス※の排出抑制の取

り組みを強化するなど、安曇野市の観光資源を次の世代に引継ぎます。

１ 観光資源の保全の促進

事業説明
地域貢献型旅行商品の開発支援や自然・文化などの景観保全活動への協力促

進を通じて、持続可能な観光資源の保全を促進します。

新規・強化する

取り組み

【新規】自然保全寄附付旅行商品などの開発支援

【強化】寄付金、ふるさと納税による保全協力の促進

実施主体
観光課 連携主体 観光協会、環境課・文化課・建築住宅課・

総務課

２ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ※）への貢献支援

事業説明

観光事業者などの自然環境保全に配慮した温室効果ガスの抑制と再生可能エ

ネルギー※の活用を促す取り組みや、市民生活と調和した共生社会の実現に

向けた取り組みなどにより、持続可能な観光地づくりを目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】温室効果ガス抑制に向けた勉強会などの実施

実施主体 観光課 連携主体 商工会、観光協会、商工労政課・環境課

 
 

施策

施策

 

 
１ ２ ４ 観光危機管理体制の構築

⚫ 災害時や感染症など緊急時に備えた危機管理体制を構築し、来訪者が安心して旅行でき
る観光地づくりを推進します。

１ 災害時の事業継続の体制構築

事業説明
観光地 （事業継続計画）※の策定や観光事業者の 策定支援により、

観光関連事業者と連携した災害時の事業継続体制の構築を目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】観光関連事業者や地域と連携した危機管理体制の強化

実施主体 観光課 連携主体 観光協会・商工会

２ 観光地継続マネジメント（ＤＣＭ）※の構築

事業説明

自然災害の発生や感染症の拡大などをあらかじめ想定して対策を講じ、来訪

者の落ち込みを最小限にし、早期に元の状態に戻す取り組みを進め、観光地

継続マネジメント（ ）の構築と普及を目指します。

新規・強化する

取り組み

【強化】多様なリスクに応じた効果的な情報発信の強化

【強化】観光事業者への新型コロナ支援

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工会

 

施策

観光地 （事業継続計画）とは？

近年、台風・豪雨などの自然災害が増加していることに加えて、新型コロナ拡大によって

観光産業や観光地が大きなダメージを受けたことなどから、平常時からこうしたリスクを想

定し、現実に災害が生じても、なるべく早く通常の状態に戻すための備えをしておくこと

（＝リスクマネジメント）が重視されるようになりました。

こうしたなかで、個別の企業において策定される「 」を活用し、観光地としても、不

測の事態が生じた際に、中核となる事業を継続・早期普及させるための指針として「観光地

」を検討する必要が求められています。

観光地経営においては、危機が発生しても他所へ移転して事業を継続することができないた

め、一般企業とは異なる観点からの事業継続計画策定が必要です。

（観光地継続マネジメント）とは？

個別の企業においては、「 」の上位概念として「 （事業継続マネジメント）があ

ります。これは、「 」の策定や維持・更新、事業継続を実現するための予算・資源の確

保、事前対策の実施、取り組みを浸透させるための教育・訓練の実施など、平時を含めて継

続的に行うマネジメント活動全般のことです。

これと同じように、観光地としても平時から危機管理体制の構築に取り組む必要があるこ

とから、「 」の検討が求められています。特に、「観光地 」が想定する応急対応期

だけでなく、復旧期・復興期も想定し、来訪者の減少など、危機・災害の発生により受ける

負の影響をできる限り少なくするためのマネジメントが重要とされています。
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■基本戦略 ：

観光ＤＸ※の推進～デジタルを活用した観光サービスの変容～

デジタル技術を活用し、来訪者の利便性向上、消費拡大を図り、満足度の向上と地域経済の

活性化を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

観光協会のオンラインで取扱う着地型ツアーの

内、ブラシュアップ又は新規ツアーの累計件数
件 年 件増 観光協会調査

 
１ ３ １デジタルを活用した観光調査の充実

⚫ ビッグデータ※などのマーケティングデータの収集・分析を行い、関係者と課題を共有し、

新たな誘客戦略や取り組みの立案を行います。

１ デジタル活用による観光流動の分析

事業説明

ビッグデータを活用したマーケティング分析や観光ニーズ把握など、デジタ

ル活用による観光調査の充実を図り、多様なニーズを的確に捉えた効果的な

観光サービスの向上を目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】デジタルを活用した来訪者の観光ニーズ把握

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 観光庁・長野県

２ マーケティング力の強化

事業説明

観光事業者のデジタルを活用したマーケティング力の強化を図ることで、事

業の生産性向上や新サービス・商品の開発などを促進し、観光産業の活性化

と来訪者の利便性向上を目指します。

新規・強化する

取り組み

【強化】民間事業者・観光協会などのデジタル・マーケティング力の強化

実施主体 観光協会 連携主体

 
１ ３ ２デジタルを活用した新たなコンテンツの開発

⚫ デジタル技術を活用し、安曇野市での観光を楽しむ新たなコンテンツの創出とプロモー
ションの展開を行い、新たな来訪者層への訴求を図ります。

１ デジタルコンテンツの創出

事業説明
仮想現実などを活用したデジタルコンテンツ※の創出や、動画配信など国内外への

効果的なプロモーションの展開などにより、新たな来訪者層への訴求を目指します。

新規・強化する

取り組み

【強化】デジタルを活用した観光コンテンツの創出

実施主体 観光課、観光協会 連携主体

指標 

施策

目指すこと 

施策
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■基本戦略 ：

観光ＤＸ※の推進～デジタルを活用した観光サービスの変容～

デジタル技術を活用し、来訪者の利便性向上、消費拡大を図り、満足度の向上と地域経済の

活性化を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

観光協会のオンラインで取扱う着地型ツアーの

内、ブラシュアップ又は新規ツアーの累計件数
件 年 件増 観光協会調査

 
１ ３ １デジタルを活用した観光調査の充実

⚫ ビッグデータ※などのマーケティングデータの収集・分析を行い、関係者と課題を共有し、

新たな誘客戦略や取り組みの立案を行います。

１ デジタル活用による観光流動の分析

事業説明

ビッグデータを活用したマーケティング分析や観光ニーズ把握など、デジタ

ル活用による観光調査の充実を図り、多様なニーズを的確に捉えた効果的な

観光サービスの向上を目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】デジタルを活用した来訪者の観光ニーズ把握

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 観光庁・長野県

２ マーケティング力の強化

事業説明

観光事業者のデジタルを活用したマーケティング力の強化を図ることで、事

業の生産性向上や新サービス・商品の開発などを促進し、観光産業の活性化

と来訪者の利便性向上を目指します。

新規・強化する

取り組み

【強化】民間事業者・観光協会などのデジタル・マーケティング力の強化

実施主体 観光協会 連携主体

 
１ ３ ２デジタルを活用した新たなコンテンツの開発

⚫ デジタル技術を活用し、安曇野市での観光を楽しむ新たなコンテンツの創出とプロモー
ションの展開を行い、新たな来訪者層への訴求を図ります。

１ デジタルコンテンツの創出

事業説明
仮想現実などを活用したデジタルコンテンツ※の創出や、動画配信など国内外への

効果的なプロモーションの展開などにより、新たな来訪者層への訴求を目指します。

新規・強化する

取り組み

【強化】デジタルを活用した観光コンテンツの創出

実施主体 観光課、観光協会 連携主体

指標 

施策

目指すこと 

施策

 

 
１ ３ ３デジタルを活用した来訪者の利便性向上

⚫ デジタル技術を活用し、快適に移動や観光、買い物などが行える環境を整備し、周遊や消
費拡大を促進します。

１ デジタル活用による利便性の向上

事業説明
観光関連情報の集約と情報発信の一元化を図ることで、来訪者の利便性向上

による満足度向上や市内での周遊促進を目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】駐車場などの情報集約、発信

【強化】情報提供サイトへの誘導強化

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 安曇野穂高駐車場運営協議会

２ 観光事業者のデジタル活用支援

事業説明
観光事業者のデジタル活用を推進することで、事業者の業務改善や新しい付

加価値を創出するとともに、来訪者がより快適に周遊できるよう支援します。

新規・強化する

取り組み

【新規】観光事業者のニーズに沿ったデジタルの活用

【強化】既存コンテンツを活用した情報発信の促進

実施主体 観光課 連携主体 観光協会

３ （ ）の推進

事業説明
周辺自治体などと連携し、公共交通サービスと観光を結び付け、公共交通の利

用促進を図るとともに、来訪者の利便性向上を推進します。

新規・強化する

取り組み

【新規】 の活用方法の検討

実施主体
観光課

連携主体
観光協会・ ・安曇野市タクシー運営協議会・

周辺自治体、政策経営課

施策

（ ）とは？

複数の交通手段を乗り継いで移動する際、スマートフォンなどからの経路検索から予約、支払

までを一度に行えるように利便性を高めたり、公共交通機関の利用促進を図ったりすることによ

り、交通渋滞や環境汚染、交通弱者対策などの問題の解決に役立てようとするサービスのこと。
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■基本戦略 ：

観光都市としての基盤整備～快適で安心な受入体制づくり～

国内及び海外からの来訪者が、快適に移動や観光、買い物などが行える周遊しやすい観光地

を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

シェアサイクル利用回数 回 回 観光協会調査

 
１ ４ １二次交通※の整備

⚫ 来訪者の移動手段の利便性向上を図るため、交通事業者などと連携し、新たな二次交通
の検討やシェアサイクル※の利用促進を推進します。

１ 公共交通の利用促進と二次交通の利便性向上

事業説明

観光交通情報発信拠点の設置や新たな二次交通整備など、観光交通の今後の

あり方を関係事業者・団体と検討し、バス・タクシー・鉄道の利用促進と二

次交通の利便性向上を目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】交通事業者などと連携した新たな交通の検討

【強化】バス・タクシーの利用促進

実施主体 観光協会 連携主体
安曇野市タクシー運営協議会、 、

政策経営課

２ シェアサイクル利用促進

事業説明
タクシーや周遊バスとの連携を図り、市内の移動手段として、シェアサイク

ルの利用を促進するとともに、利用者の利便性の向上を図ります。

新規・強化する

取り組み

【強化】シェアサイクルの増車及びサイクルポート※増設などの検討

実施主体 観光協会 連携主体 安曇野サイクリングブランド化推進室

指標 

施策

目指すこと 
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■基本戦略 ：

観光都市としての基盤整備～快適で安心な受入体制づくり～

国内及び海外からの来訪者が、快適に移動や観光、買い物などが行える周遊しやすい観光地

を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

シェアサイクル利用回数 回 回 観光協会調査

 
１ ４ １二次交通※の整備

⚫ 来訪者の移動手段の利便性向上を図るため、交通事業者などと連携し、新たな二次交通
の検討やシェアサイクル※の利用促進を推進します。

１ 公共交通の利用促進と二次交通の利便性向上

事業説明

観光交通情報発信拠点の設置や新たな二次交通整備など、観光交通の今後の

あり方を関係事業者・団体と検討し、バス・タクシー・鉄道の利用促進と二

次交通の利便性向上を目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】交通事業者などと連携した新たな交通の検討

【強化】バス・タクシーの利用促進

実施主体 観光協会 連携主体
安曇野市タクシー運営協議会、 、

政策経営課

２ シェアサイクル利用促進

事業説明
タクシーや周遊バスとの連携を図り、市内の移動手段として、シェアサイク

ルの利用を促進するとともに、利用者の利便性の向上を図ります。

新規・強化する

取り組み

【強化】シェアサイクルの増車及びサイクルポート※増設などの検討

実施主体 観光協会 連携主体 安曇野サイクリングブランド化推進室

指標 

施策

目指すこと 

 

 
１ ４ ２訪日外国人旅行者の受入体制整備

⚫ 広域観光の取り組みとも連携しながら、インバウンド※が快適に旅行できる環境整備を推

進します。

１ 訪日外国人旅行者の受入環境整備

事業説明

安曇野市公共サインガイドラインに準拠した多言語案内板の整備と観光施設

の受入環境整備により、インバウンドがストレスなく市内周遊できる観光地

を目指します。

新規・強化する

取り組み

【強化】観光案内表示の多言語化推進

実施主体 観光課 連携主体 都市計画課

２ 訪日外国人旅行者に優しいまち・ひとづくりの推進

事業説明

地域通訳案内士などのインバウンド対応人材の育成と活用、国・県の動向や

信州まつもと空港国際化の推進などと連動した受入体制を整えることで、イ

ンバウンドに優しいまちづくりを推進します。

新規・強化する

取り組み

【強化】地域通訳案内士などの育成、活用

【強化】信州まつもと空港国際化の推進などに合わせた受入体制づくり

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 長野県、人権共生課

 
１ ４ ３多様な旅行ニーズへの対応整備

⚫ 年齢や障がいの有無、宗教などにかかわらず、誰もが気兼ねなく旅行できるような観光
地づくりを推進します。

１ ユニバーサルツーリズム※の推進

事業説明
ユニバーサルツーリズムに取り組む事業者や団体と連携し、すべての人々が

安心して楽しむことができる安曇野市を目指します。

新規・強化する

取り組み

【強化】施設整備の促進・補助

【強化】対応施設の情報発信

実施主体 観光課 連携主体 人権共生課、観光協会、商工会

２ 旅行客の多様なニーズに対応できる受入環境づくり

事業説明
年齢・性別・人種・宗教・趣味嗜好など、多種多様な来訪者の個性や考え方、

文化・習慣を尊重し、観光地として受け入れできる環境づくりを推進します。

新規・強化する

取り組み

【新規】多様な宗教などの受入環境づくり

【新規】ヴィーガン※などの食事上の制限に対応できる受入環境づくり

実施主体 観光課 連携主体 人権共生課、観光協会、商工会

施策

施策
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※（持続可能な開発目標）

は、平成 （ ）年 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発の

ための アジェンダ」に記載された国際目標です。

持続可能な世界を実現するための の目標と のターゲットから構成され、「地球

上の誰ひとりとして取り残さない」社会の実現を誓っています。本ビジョンにおいても、

これら目標を意識し、政策・施策を推進します。
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　本ビジョンで設定した施策の３本柱のふたつ目では、３つの基本戦略、
６つの施策により、外に向けて観光プロモーションを展開し、関係人口の
創出や観光交流人口の拡大を図ります。特に、「（また）行きたい」と思っ
てもらえるよう、国内外への積極的な情報発信のほか、ＳＮＳ※などを活
用した地域外とのネットワークづくり、イベントの充実やリピート率・回
遊性の向上を目指します。

効果的・効率的な情報発信…～広域連携と海外発信～… …………………………42
関係人口の創出と活用…～地域外とのネットワークづくり～… ……………………43
イベントによる観光交流人口の拡大…～新規創出と満足度の向上～………………45

施策の柱
…
2　戦略的な観光プロモーション

施策の柱 2に対応する SDGs※項目

※（持続可能な開発目標）

は、平成 （ ）年 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発の

ための アジェンダ」に記載された国際目標です。

持続可能な世界を実現するための の目標と のターゲットから構成され、「地球

上の誰ひとりとして取り残さない」社会の実現を誓っています。本ビジョンにおいても、

これら目標を意識し、政策・施策を推進します。
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■基本戦略 ：

効果的・効率的な情報発信～広域連携と海外発信～

さまざまな団体やメディアを用い、安曇野の魅力を効果的・効率的に発信し、誘客促進を目指

します。

 
基準値（Ｒ ） 目標値（Ｒ９） 出典

観光地延利用者数
百人

百人
長野県観光地

利用者統計調査

外国人延宿泊者数
人 人※

（

長野県外国人

延宿泊者数調査

※令和９年度分の公表時期が令和１０年の２月頃になることから令和８年度目標値で設定します。

 
２ １ １広域・団体との連携によるＰＲ

⚫ 周辺自治体など、さまざまな団体と連携し、効果的・効率的な情報発信を推進します。

１ 広域連携による情報発信

事業説明
友好都市など他の自治体との連携による、共通テーマやストーリー性をもた

せた広域観光ルートの設定や情報発信により、誘客を推進します。

新規・強化する

取り組み

【新規】広域観光ルートの設定・展開

実施主体 観光課 連携主体 政策経営課

２ 各種団体と連携したＰＲ活動

事業説明
周辺自治体、各協議会と連携した大都市圏などやメディアによる情報発信を

展開し、効果的な を推進します。

新規・強化する

取り組み

【強化】大都市圏などへの共同 活動

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 広域観光推進各団体

 
 

２ １ ２海外市場への情報発信強化

⚫ 新型コロナ収束後のインバウンド※回復期に向け、海外市場への情報発信を推進します。

１ 海外プロモーションの強化による観光客誘致

事業説明
（日本政府観光局）や県と連携しながら、外国人へ訴求力のある情報発信

と誘客を行い、効率・効果的な発信により海外からの来訪者の増加を図ります。

新規・強化する

取り組み

【強化】海外への情報発信の促進

【強化】観光事業者などの海外向け商談会への参加

実施主体 観光協会 連携主体 ※、長野県

指標 

施策

目指すこと 

施策
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■基本戦略 ：

効果的・効率的な情報発信～広域連携と海外発信～

さまざまな団体やメディアを用い、安曇野の魅力を効果的・効率的に発信し、誘客促進を目指

します。

 
基準値（Ｒ ） 目標値（Ｒ９） 出典

観光地延利用者数
百人

百人
長野県観光地

利用者統計調査

外国人延宿泊者数
人 人※

（

長野県外国人

延宿泊者数調査

※令和９年度分の公表時期が令和１０年の２月頃になることから令和８年度目標値で設定します。

 
２ １ １広域・団体との連携によるＰＲ

⚫ 周辺自治体など、さまざまな団体と連携し、効果的・効率的な情報発信を推進します。

１ 広域連携による情報発信

事業説明
友好都市など他の自治体との連携による、共通テーマやストーリー性をもた

せた広域観光ルートの設定や情報発信により、誘客を推進します。

新規・強化する

取り組み

【新規】広域観光ルートの設定・展開

実施主体 観光課 連携主体 政策経営課

２ 各種団体と連携したＰＲ活動

事業説明
周辺自治体、各協議会と連携した大都市圏などやメディアによる情報発信を

展開し、効果的な を推進します。

新規・強化する

取り組み

【強化】大都市圏などへの共同 活動

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 広域観光推進各団体

 
 

２ １ ２海外市場への情報発信強化

⚫ 新型コロナ収束後のインバウンド※回復期に向け、海外市場への情報発信を推進します。

１ 海外プロモーションの強化による観光客誘致

事業説明
（日本政府観光局）や県と連携しながら、外国人へ訴求力のある情報発信

と誘客を行い、効率・効果的な発信により海外からの来訪者の増加を図ります。

新規・強化する

取り組み

【強化】海外への情報発信の促進

【強化】観光事業者などの海外向け商談会への参加

実施主体 観光協会 連携主体 ※、長野県

指標 

施策

目指すこと 

施策

 

■基本戦略 ：

関係人口の創出と活用～地域外とのネットワークづくり～

※など メディアを効果的に用い、安曇野ファンを増やすとともに、都市部からの企業・人

の誘致を行い、関係人口の創出を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

観光協会の の総フォロワー数 人 人 観光協会調査

 
２ ２ １ＳＮＳ・インフルエンサー※などを活用した関係人口の創出

⚫ ＳＮＳなど メディアを用い、双方向のコミュニケーションを図るとともに、安曇野

ファンをつなげる仕組みづくりを推進します。

１ 動画の積極的な活用による情報発信

事業説明
他の観光地との差別化やインバウンド※も含めた新たな観光需要を獲得する

ため、訴求力のある動画などを積極的に活用した情報発信を展開します。

新規・強化する

取り組み

【強化】ドローン映像などによる魅力的な動画発信など

※ただし、ドローンの使用には許可・承認が必要な場合があり、関係者と

の調整や使用に関する留意が必要です。

実施主体 観光課 連携主体 観光協会

２ 多様なターゲットに応じた効果的な情報発信ツールによる訴求

事業説明

若年層向けに、 の積極的活用やインフルエンサーの登用など、多様な媒

体を通じ、安曇野市の魅力を効果的に発信することで認知度を高め、関係人

口の創出を目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】インフルエンサーの登用

【強化】若年層向け情報発信ツールの活用

【強化】旅行目的に合わせたパンフレットなどによる情報提供

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 秘書広報課

３ 安曇野ファン・安曇野ファミリーの創設

事業説明

安曇野ファン向けの情報発信やイベント開催など、安曇野市への再来訪を促

す仕組みや制度などを構築し、関係人口などの創出につなげます。また、市

外に居ても安曇野に対する思い入れや愛着を持つ安曇野ファミリーを喚起す

る機会を構築します。

新規・強化する

取り組み

【新規】ファンイベントなどの開催

実施主体 観光課 連携主体 観光協会

指標 

施策

目指すこと 
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２ ２ ２都市部企業・人の誘致

⚫ 都市部からの企業旅行誘致、リゾートテレワーク※の推進などにより、誘客を推進します。

１ 旅行会社・メディアとの連携強化

事業説明
旅行会社・メディア向けの情報提供やファムトリップ※などの実施による発

信強化、送客支援などのツールを活用し、安曇野市への誘客を促します。

新規・強化する

取り組み

【新規】ファムトリップなどの実施検討

実施主体 観光課 連携主体 観光協会

２ ＭＩＣＥの推進

事業説明
安曇野市の観光資源に関連した学会、シンポジウムなどを誘致し、都市部の

企業・人材の来訪機会の創出や、関係人口の拡大につなげます。

新規・強化する

取り組み

【新規】安曇野市の観光資源に関連した学会、シンポジウムの誘致検討

実施主体 観光課 連携主体 観光協会

３ リゾートテレワークの推進

事業説明

リゾートテレワークなど都市部からの企業や人の多様な滞在スタイルに対応

し、滞在先として選ばれるため、観光コンテンツや受入体制の充実に取り組

みます。

新規・強化する

取り組み

【新規】企業向けウェルビーイング※プログラムの作成検討

【新規】観光大使など、ゆかりのある企業などと連携したリゾートテレワー

クの検討

実施主体 観光課 連携主体
長野県（信州リゾートテレワーク）、商工労政課・

移住定住推進課

施策

ＭＩＣＥとは？

（会議・研修・セミナー）、 （報奨・招待旅行）、 または

（大会・学会・国際会議）、 （展示会）の頭文字をとった造語で、ビジネ

ストラベルのひとつの形態。
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２ ２ ２都市部企業・人の誘致

⚫ 都市部からの企業旅行誘致、リゾートテレワーク※の推進などにより、誘客を推進します。

１ 旅行会社・メディアとの連携強化

事業説明
旅行会社・メディア向けの情報提供やファムトリップ※などの実施による発

信強化、送客支援などのツールを活用し、安曇野市への誘客を促します。

新規・強化する

取り組み

【新規】ファムトリップなどの実施検討

実施主体 観光課 連携主体 観光協会

２ ＭＩＣＥの推進

事業説明
安曇野市の観光資源に関連した学会、シンポジウムなどを誘致し、都市部の

企業・人材の来訪機会の創出や、関係人口の拡大につなげます。

新規・強化する

取り組み

【新規】安曇野市の観光資源に関連した学会、シンポジウムの誘致検討

実施主体 観光課 連携主体 観光協会

３ リゾートテレワークの推進

事業説明

リゾートテレワークなど都市部からの企業や人の多様な滞在スタイルに対応

し、滞在先として選ばれるため、観光コンテンツや受入体制の充実に取り組

みます。

新規・強化する

取り組み

【新規】企業向けウェルビーイング※プログラムの作成検討

【新規】観光大使など、ゆかりのある企業などと連携したリゾートテレワー

クの検討

実施主体 観光課 連携主体
長野県（信州リゾートテレワーク）、商工労政課・

移住定住推進課

施策

ＭＩＣＥとは？

（会議・研修・セミナー）、 （報奨・招待旅行）、 または

（大会・学会・国際会議）、 （展示会）の頭文字をとった造語で、ビジネ

ストラベルのひとつの形態。

 

安曇野市の主な観光イベント

イベント 開催時期

アルプスあづみのセンチュリーライド ４・５月

早春賦まつり ４月

早春賦音楽祭 ５月

信州安曇野ハーフマラソン ６月

安曇野花火 ８月

信州安曇野薪能 ８月

安曇野 月

安曇野神竹灯 月

信州安曇野ロゲイニング※ 不定

■基本戦略 ：
イベントによる観光交流人口の拡大～新規創出と満足度の向上～

イベントにより誘客を図るとともに、イベント来訪者の回遊性や満足度向上を図り、交流人口

の拡大を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

イベント（信州安曇野ハーフマラソ

ン）参加者の満足度
％ ％

信州安曇野ハーフマラソン

参加者アンケート

 
２ ３ １イベントの実施・創出

⚫ 魅力あるイベントを実施し、安曇野ファンを増やすとともに、将来の観光需要を見据え、

若い世代を対象にした新たなイベントなどの誘致・開催を推進します。

１ イベントによる誘客促進

事業説明
魅力ある観光イベントの開催を通じて地域活性化を図るとともに、満足度及

び再来訪意向の向上を図ることにより、交流人口を拡大します。

新規・強化する

取り組み

【強化】各イベントの効果的な実施方法の検討

実施主体 各実行委員会 連携主体 商工会

２ 新規観光イベントの開発

事業説明
体験型イベントなど、魅力的な新規観光イベントの開発により、新たな安曇

野ファンを獲得するとともに、地域経済の活性化を図ります。

新規・強化する

取り組み

【強化】新規イベントの検討と開催

実施主体 観光課、観光協会 連携主体

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指標 

施策

目指すこと 
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２ ３ ２イベント来訪者の回遊性・リピート率向上

⚫ イベント参加者の市内観光地への回遊及び再来訪の促進に向け、情報発信や仕組みづく

りを推進します。

１ イベント参加者の回遊促進

事業説明

信州安曇野ハーフマラソンなどの観光イベント参加者がより長く滞在する仕

組みづくりを強化し、満足度及び再来訪意向の向上を図るとともに、安曇野

市の魅力の再発見につなげます。

新規・強化する

取り組み

【強化】各イベントと関連付けした周遊観光

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工会、スポーツ推進課

２ イベント参加者のリピート率の向上促進

事業説明

信州安曇野ハーフマラソンなどの観光イベントのリピーターを増やすため、

リピーター向けの情報発信を積極的に行うほか、魅力のあるイベントの開催

や来訪者への特典付与など、来訪者の満足度が上がる内容を検討します。

新規・強化する

取り組み

【強化】イベント来訪者への来訪特典の検討

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工会、スポーツ推進課

施策

早春賦まつり 信州安曇野ロゲイニング※ 信州安曇野ハーフマラソン

安曇野花火 安曇野神竹灯（かみあかり）

安曇野市の主なイベント
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　本ビジョンで設定した施策の３本柱の 3つ目では、３つの基本戦略、
10の施策により、内なる観光資源「ヒト」「モノ」「コト」の磨き上げと
活用を推進します。特に、「期待され、信頼される観光地」となるよう、
来訪者と接するヒトの育成を図るとともに、観光コンテンツとして魅力的
なモノ・コトを多数そろえることにより、滞在型観光の振興を図ります。

【ヒト】観光人材の育成と活用…～新しい観光を担うヒトづくり～…………………48
【モノ】地域資源の磨き上げ…～魅力的な滞在環境づくり～… ……………………50
【コト】新しい時代の滞在型観光の振興…～各種ツーリズムの推進～… …………52

施策の柱
…
3　地域独自の観光資源の活用

施策の柱 3に対応する SDGs※項目

 

 
２ ３ ２イベント来訪者の回遊性・リピート率向上

⚫ イベント参加者の市内観光地への回遊及び再来訪の促進に向け、情報発信や仕組みづく

りを推進します。

１ イベント参加者の回遊促進

事業説明

信州安曇野ハーフマラソンなどの観光イベント参加者がより長く滞在する仕

組みづくりを強化し、満足度及び再来訪意向の向上を図るとともに、安曇野

市の魅力の再発見につなげます。

新規・強化する

取り組み

【強化】各イベントと関連付けした周遊観光

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工会、スポーツ推進課

２ イベント参加者のリピート率の向上促進

事業説明

信州安曇野ハーフマラソンなどの観光イベントのリピーターを増やすため、

リピーター向けの情報発信を積極的に行うほか、魅力のあるイベントの開催

や来訪者への特典付与など、来訪者の満足度が上がる内容を検討します。

新規・強化する

取り組み

【強化】イベント来訪者への来訪特典の検討

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工会、スポーツ推進課

施策

早春賦まつり 信州安曇野ロゲイニング※ 信州安曇野ハーフマラソン

安曇野花火 安曇野神竹灯（かみあかり）

安曇野市の主なイベント
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■基本戦略 ：
【ヒト】観光人材の育成と活用～新しい観光を担うヒトづくり～

観光振興を推進する人材の育成を行うとともに、市民のホスピタリティ意識の向上を図り、

来訪者が「また行きたい」と思う観光地を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

観光協会に加盟している観光ガイド

事業者数
者 者 観光協会調査

 
３ １ １観光プロフェッショナルの登用・活用

⚫ マネジメント・マーケティング能力を有する人材を登用・育成し、観光関連事業者への支
援を行います。

１ 観光コーディネーターの活用

事業説明
観光に特化した各種専門人材を登用・育成することにより、来訪者の満足度

の向上と質の高い観光地の構築を目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】観光専門人材の登用・育成

【新規】新規観光関連事業者のフォロー

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 長野県

 

 
３ １ ２観光の担い手確保・活用

⚫ 観光関連事業者の担い手確保に向け採用活動の支援を行います。また観光関連外国人就
労者と連携し、情報発信、誘客を推進します。

１ 観光人材雇用促進・交流促進

事業説明
観光インターンシップの推進などにより、観光関連事業者と就労希望者のマ

ッチング機会を創出し、観光人材の雇用と交流の促進を図ります。

新規・強化する

取り組み

【新規】観光関連事業者と就労希望者のマッチングの場の提供

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工労政課

２ 観光関連外国人就労者の活用

事業説明

市内観光関連事業者の外国人就労者の雇用促進、観光関連外国人就労者を活

用した情報発信などにより、観光の担い手の確保とインバウンド※などの受

入対策を図ります。

新規・強化する

取り組み

【新規】観光関連外国人就労者を活用した情報発信

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工労政課

指標 

施策

目指すこと 

施策
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■基本戦略 ：
【ヒト】観光人材の育成と活用～新しい観光を担うヒトづくり～

観光振興を推進する人材の育成を行うとともに、市民のホスピタリティ意識の向上を図り、

来訪者が「また行きたい」と思う観光地を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

観光協会に加盟している観光ガイド

事業者数
者 者 観光協会調査

 
３ １ １観光プロフェッショナルの登用・活用

⚫ マネジメント・マーケティング能力を有する人材を登用・育成し、観光関連事業者への支
援を行います。

１ 観光コーディネーターの活用

事業説明
観光に特化した各種専門人材を登用・育成することにより、来訪者の満足度

の向上と質の高い観光地の構築を目指します。

新規・強化する

取り組み

【新規】観光専門人材の登用・育成

【新規】新規観光関連事業者のフォロー

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 長野県

 

 
３ １ ２観光の担い手確保・活用

⚫ 観光関連事業者の担い手確保に向け採用活動の支援を行います。また観光関連外国人就
労者と連携し、情報発信、誘客を推進します。

１ 観光人材雇用促進・交流促進

事業説明
観光インターンシップの推進などにより、観光関連事業者と就労希望者のマ

ッチング機会を創出し、観光人材の雇用と交流の促進を図ります。

新規・強化する

取り組み

【新規】観光関連事業者と就労希望者のマッチングの場の提供

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工労政課

２ 観光関連外国人就労者の活用

事業説明

市内観光関連事業者の外国人就労者の雇用促進、観光関連外国人就労者を活

用した情報発信などにより、観光の担い手の確保とインバウンド※などの受

入対策を図ります。

新規・強化する

取り組み

【新規】観光関連外国人就労者を活用した情報発信

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工労政課

指標 

施策

目指すこと 

施策

 

 
３ １ ３各種ニーズに応じた観光ガイドの育成・活用

⚫ 産学官連携による観光ガイド育成講座の開設や顧客ニーズに応じた観光ガイド受入の仕
組みづくりを行い、安曇野市観光の魅力を伝えられる人材の育成と実践を支援します。

１ 各種観光ガイドの育成

事業説明

顧客のニーズに応じた観光ガイド（山岳、観光、歴史・文化、ホスピタリティ、

ボランティア）の育成と既存ガイドのブラッシュアップ研修※などに取り組み

ます。また、事業者と連携した各種ガイドの活用により、地域での雇用機会

の創出と観光地としての魅力向上・受入体制の充実を図ります。

新規・強化する

取り組み

【新規】顧客のニーズに応じた観光ガイドの受入の仕組みづくり

【強化】産・学・官の連携による観光ガイド育成

実施主体
観光課 連携主体 ふるさとづくり応援団、商工会、

教育部

 
 

３ １ ４来てみてよかった安曇野づくり

⚫ 市民向けの観光ボランティア講習会などを通じて、地域としてのホスピタリティ意識の
向上を推進します。

１ 観光教育やおもてなしの向上

事業説明

観光地としての魅力向上のため、来訪者と市民との交流・関係づくりにつな

がる機会の創出や市民向けの講習会などにより、地域資源への理解やおもて

なしの向上などに取り組みます。

新規・強化する

取り組み

【強化】おもてなし講習会などの促進

【強化】地元大学・高校生などとの観光に関する意見交換などの実施

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 教育部・政策経営課

２ 観光ボランティアの参加促進

事業説明
県内大学や社会人などが観光イベントでの交流や学ぶ機会などを創出し、観

光にかかわるボランティア参画や育成体制を強化・促進します。

新規・強化する

取り組み

【強化】学生交流などを通じたイベントボランティアの育成と参加促進

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 県内大学

施策

施策
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■基本戦略 ：
【モノ】地域資源の磨き上げ～魅力的な滞在環境づくり～

新たな観光資源となりうる原石を磨き上げ、商品化を図るとともに、既存の観光資源を効果

的に活用し、何日も滞在したくなる観光地を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

観光協会が新規に造成した

着地型商品数
件 件 観光協会調査

土産・飲食の平均消費額 円 円
安曇野市

観光アンケート調査

 
３ ２ １地域資源の活用

⚫ 安曇野市での滞在日数の増加に向け、歴史・文化、農産物などの中でも、安曇野市の特徴
的な観光資源の磨き上げや商品化を推進します。

１ 歴史・文化的資源の有効利用

事業説明

周辺自治体とも連携し、市内や安曇野地域固有の歴史・文化的資源、地域に

残る伝承などを活用した、回遊性やストーリー性の高いツアー造成などによ

り、魅力ある観光地づくりを進めます。

新規・強化する

取り組み

【新規】周辺自治体との協働による旅行企画商品の造成検討

【強化】歴史・文化資源を活用したトレッキングなどの造成検討

実施主体
観光課 連携主体 ふるさとづくり応援団、観光協会、

文化課

２ 農の魅力向上や農産物の活用

事業説明

農産物直売所・農業体験を活用した効果的な発信を行うほか、多様な農産物

の調理体験、農業ガイドツアーなど農産物の活用を推進することで、農の魅

力向上を図ります。

新規・強化する

取り組み

【新規】安曇野地域内の農業体験ガイドツアーの実施検討

【強化】農産物直売所・農業体験の情報発信ツールの活用

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 、農政課

 
３ 地域資源の活用支援

事業説明

湧水をはじめとした地域資源の活用や、新たな観光資源の商品化などを目指

す市民・事業者への活動を支援することで、魅力的な観光地づくりを推進し

ます。

新規・強化する

取り組み

【新規】新たな観光資源の商品化活動に対する支援を検討

実施主体 安曇野市が事務局を務める各プロジェクト団体 連携主体

指標 

施策

目指すこと 
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■基本戦略 ：
【モノ】地域資源の磨き上げ～魅力的な滞在環境づくり～

新たな観光資源となりうる原石を磨き上げ、商品化を図るとともに、既存の観光資源を効果

的に活用し、何日も滞在したくなる観光地を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

観光協会が新規に造成した

着地型商品数
件 件 観光協会調査

土産・飲食の平均消費額 円 円
安曇野市

観光アンケート調査

 
３ ２ １地域資源の活用

⚫ 安曇野市での滞在日数の増加に向け、歴史・文化、農産物などの中でも、安曇野市の特徴
的な観光資源の磨き上げや商品化を推進します。

１ 歴史・文化的資源の有効利用

事業説明

周辺自治体とも連携し、市内や安曇野地域固有の歴史・文化的資源、地域に

残る伝承などを活用した、回遊性やストーリー性の高いツアー造成などによ

り、魅力ある観光地づくりを進めます。

新規・強化する

取り組み

【新規】周辺自治体との協働による旅行企画商品の造成検討

【強化】歴史・文化資源を活用したトレッキングなどの造成検討

実施主体
観光課 連携主体 ふるさとづくり応援団、観光協会、

文化課

２ 農の魅力向上や農産物の活用

事業説明

農産物直売所・農業体験を活用した効果的な発信を行うほか、多様な農産物

の調理体験、農業ガイドツアーなど農産物の活用を推進することで、農の魅

力向上を図ります。

新規・強化する

取り組み

【新規】安曇野地域内の農業体験ガイドツアーの実施検討

【強化】農産物直売所・農業体験の情報発信ツールの活用

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 、農政課

 
３ 地域資源の活用支援

事業説明

湧水をはじめとした地域資源の活用や、新たな観光資源の商品化などを目指

す市民・事業者への活動を支援することで、魅力的な観光地づくりを推進し

ます。

新規・強化する

取り組み

【新規】新たな観光資源の商品化活動に対する支援を検討

実施主体 安曇野市が事務局を務める各プロジェクト団体 連携主体

指標 

施策

目指すこと 

 

 
３ ２ ２温泉・温浴施設の魅力向上

⚫ 市内周遊の促進に向け、温泉・温浴施設の利用促進や連携イベントの実施など、魅力向
上・連携強化を推進します。

１ 温浴施設の運営及び利用促進

事業説明
指定管理者制度により、民間活力を活用し、利用者ニーズに対応した質の高

いサービスを提供することで市営施設の利用促進を図ります。

新規・強化する

取り組み

【強化】指定管理者制度による施設運営

実施主体

各指定管理者、

民間事業者（観光関

連事業者）

連携主体

２ 温泉の活用

事業説明

安曇野市内に点在する温泉施設や温浴施設の連携による情報発信、連携イベ

ントの実施などの取り組みにより、温泉地としての商品力と訴求力の向上を

図ります。

新規・強化する

取り組み

【新規】市内温泉施設や温浴施設の連携イベントの実施

実施主体 観光課 連携主体 観光協会、各指定管理者、民間事業者

 
３ ２ ３食の魅力発信

⚫ 安曇野市の食の魅力発信に向け、地産食材などを活用した新たなメニュー開発や土産品
の開発支援や販売促進を推進します。

１ 安曇野の定番土産品開発支援・定着化推進

事業説明

地産食材などを活用した、安曇野市の新たな定番となる土産品などの開発支

援や、土産品・名産品の定着化に向けた付加価値の向上などの取り組みを促

進します。

新規・強化する

取り組み

【新規】地産食材を利用した土産品の開発

実施主体 観光課 連携主体 観光協会、商工労政課、農政課

２ 安曇野の食の魅力発信

事業説明

信州サーモン・ワイン・ジビエなど、安曇野市のさまざまな食の魅力の発信

と食文化を体験する旅行商品の造成などにより、付加価値の向上と魅力的な

観光地づくりを推進します。

新規・強化する

取り組み

【新規】食文化体験ツーリズムの造成

【強化】安曇野林檎ナポリタンなど地産食材を活用したメニューの定着化推進

実施主体 観光課 連携主体 観光協会、商工会、農政課

施策

施策
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■基本戦略 ：
【コト】新しい時代の滞在型観光の振興～各種ツーリズムの推進～

観光の潮流、安曇野市の強みを踏まえ、各種ツーリズムの推進により、何度でも来たくなる、

選ばれる、新しい時代の滞在型観光地を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

観光協会が市内事業者・団体と連携

して造成した１泊２日以上の宿泊プ

ラン数

件 件 観光協会調査

 
３ ３ １アドベンチャー・ツーリズム※の推進

⚫ 世界的な観光ニーズに対応できる、安曇野市の自然・アクティビティ・文化体験などを含
んだアドベンチャー・ツーリズムやアウトドアの聖地化を推進します

１ アウトドアの聖地化に向けたコンテンツ開発の推進

事業説明

アウトドア関連企業や市内事業者と連携し、豊かな自然環境を活かしたトレ
ッキングやキャンプ、リバーアクティビティ（カヌー・ラフティングなど）
のコンテンツ開発と魅力的な体験型旅行商品の提供を行い、滞在型観光の推
進を図ります。

新規・強化する
取り組み

【新規】東山トレイルの開発
【強化】アウトドア関連企業や市内事業者との連携

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 スポーツ推進課

２ ネイチャー・ツーリズム※の推進

事業説明
地域の自然資源を掘り起こし、国営アルプスあづみの公園や県営烏川渓谷緑地な

どの既存施設と共に自然景観や動植物、里山文化を活かした誘客を図ります。

新規・強化する

取り組み

【新規】自然資源のリスト化

【強化】ネイチャーツアーの造成

実施主体
観光課、観光協会 連携主体 国営アルプスあづみの公園・長野県烏川

渓谷緑地、環境課

３ アドベンチャー・ツーリズムの推進

事業説明

アウトドアアクティビティや自然体験、文化体験など、安曇野市内のさまざ

まなコンテンツを活用し、地域を良く知り、より深く地域と接する新しい旅

のあり方を提案することで、長期滞在化・高付加価値化を図ります。

新規・強化する

取り組み

【新規】市内事業者やガイド団体と連携した推進体制の構築

【強化】訴求力のある観光コンテンツの開発

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 スポーツ推進課

 
 

指標 

施策

目指すこと 
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■基本戦略 ：
【コト】新しい時代の滞在型観光の振興～各種ツーリズムの推進～

観光の潮流、安曇野市の強みを踏まえ、各種ツーリズムの推進により、何度でも来たくなる、

選ばれる、新しい時代の滞在型観光地を目指します。

 
基準値（Ｒ４） 目標値（Ｒ９） 出典

観光協会が市内事業者・団体と連携

して造成した１泊２日以上の宿泊プ

ラン数

件 件 観光協会調査

 
３ ３ １アドベンチャー・ツーリズム※の推進

⚫ 世界的な観光ニーズに対応できる、安曇野市の自然・アクティビティ・文化体験などを含
んだアドベンチャー・ツーリズムやアウトドアの聖地化を推進します

１ アウトドアの聖地化に向けたコンテンツ開発の推進

事業説明

アウトドア関連企業や市内事業者と連携し、豊かな自然環境を活かしたトレ
ッキングやキャンプ、リバーアクティビティ（カヌー・ラフティングなど）
のコンテンツ開発と魅力的な体験型旅行商品の提供を行い、滞在型観光の推
進を図ります。

新規・強化する
取り組み

【新規】東山トレイルの開発
【強化】アウトドア関連企業や市内事業者との連携

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 スポーツ推進課

２ ネイチャー・ツーリズム※の推進

事業説明
地域の自然資源を掘り起こし、国営アルプスあづみの公園や県営烏川渓谷緑地な

どの既存施設と共に自然景観や動植物、里山文化を活かした誘客を図ります。

新規・強化する

取り組み

【新規】自然資源のリスト化

【強化】ネイチャーツアーの造成

実施主体
観光課、観光協会 連携主体 国営アルプスあづみの公園・長野県烏川

渓谷緑地、環境課

３ アドベンチャー・ツーリズムの推進

事業説明

アウトドアアクティビティや自然体験、文化体験など、安曇野市内のさまざ

まなコンテンツを活用し、地域を良く知り、より深く地域と接する新しい旅

のあり方を提案することで、長期滞在化・高付加価値化を図ります。

新規・強化する

取り組み

【新規】市内事業者やガイド団体と連携した推進体制の構築

【強化】訴求力のある観光コンテンツの開発

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 スポーツ推進課

 
 

指標 

施策

目指すこと 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「安曇野暮らしツーリズム」と「アドベンチャー・ツーリズム※」

安曇野市が推進した新たな旅のコンセプト「安曇野暮らしツーリズム」は、一般に「ア

ドベンチャー・ツーリズム」と言われる旅行形態と親和性が高く、世界の潮流とも歩調を

合わせ、観光ニーズに対応していくため、近年では下記のような取り組みを行ってきまし

た。

第 次観光振興ビジョンにおいても、さまざまな取り組みを展開し、「安曇野暮らしツ

ーリズム」の理念を踏襲しつつ「アドベンチャー・ツーリズム」を推進していきます。

 

安曇野市では、平成 年３月に策定した第１

次観光振興ビジョンにおいて、「安曇野暮らしツ

ーリズム」という、新たな旅のコンセプトを打ち

出しました。これは、自然・景観・歴史ロマン・

文化・芸術など、さまざまな地域資源に囲まれた

中にある安曇野での暮らしぶりや生活文化その

ものを価値ある魅力と捉え、来訪者に伝えていこ

うというものです。

安曇野暮らしツーリズム

来訪者が地域独自の自然や地域のありのままの文化を、地域の方々とともに体験し、

来訪者自身の自己変革・成長の実現を目的とする旅行形態です。“アドベンチャー”とい

う言葉から、強度の高いアクティビティを主目的とすると連想されがちですが、アドベ

ンチャーは地域をより良く知り、地域の方々との深く接する手段の一つであり、近年は

ハードなものより、むしろ散策や文化体験等のソフトで簡易なものが主流となってきて

います。（※一般社団法人 日本アドベンチャーツーリズム協議会ホームページより）

アドベンチャー・ツーリズム

■ 安曇野市地域通訳案内士制度

市では、令和３年度から国の制度を活用し、全国でも珍しいアドベンチャー・ツーリ

ズムに特化した英語で対応できる登山ガイドとまちあるきガイドの養成をしています。

■ （アドベンチャートラベル・ワールドサミット） への職員派遣

は、アドベンチャートラベルに関する国際団体

が開催するイベント。令和 年 月 日から、

スイス・ルガーノで開催された国際イベントに職員を派

遣し、アドベンチャー・ツーリズムの先進地である現地

状況や世界の最新動向を視察してきました。
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３ ３ ２アート・ツーリズムの展開

⚫ 点在する美術館の魅力向上を図り、アート・ツーリズム※に取り組むことで、市内周遊の

促進を推進します。

１ 市内美術館など地域全体で取り組むアート・ツーリズムの展開

事業説明
安曇野市内の美術館・博物館などの活用、文化芸術団体や周辺自治体と連携

した周遊促進などにより、アート・ツーリズムの展開を図ります。

新規・強化する

取り組み

【強化】安曇野市内に点在する美術館の周遊の促進

実施主体
観光課 連携主体 安曇野アートライン推進協議会、安曇野

文化財団、観光協会、文化課

 
３ ３ ３新しい滞在型ツーリズムの推進

⚫ 安曇野市に滞在したくなる、魅力的なコンテンツや施設などの情報を発信し、新しい滞
在型ツーリズムを推進します。

１ 多様な旅行形態に対応した滞在型ツーリズム推進

事業説明

農家民宿やシェアハウス※、ゲストハウス※などとの連携や、安曇野市の暮ら

しや文化を楽しむツアーの造成、早朝・夜の楽しみ方の提案などにより、長

期滞在をはじめとした多様な旅行形態への対応を推進します。

新規・強化する

取り組み

【新規】安曇野市の「夜も楽しむ街」創出事業の推進

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工会、農政課、民間宿泊事業者

 
 

施策

施策
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第 3章
重点プロジェクト

　本章では、網羅的な「施策体系」の中から、より重要なもの、
一体的に実施することで相乗効果を生むものを抽出し、３つの
「重点プロジェクト」を設定しています。ヒト・モノ・カネを
集中させることで、安曇野市観光の課題解消を目指します。

※本章では令和 5（2023）～ 9年度までの「前期重点プロジェクト」を掲載。
令和10～ 14年度の「後期重点プロジェクト」は、前期最終年度の策定を予定。

 

 
３ ３ ２アート・ツーリズムの展開

⚫ 点在する美術館の魅力向上を図り、アート・ツーリズム※に取り組むことで、市内周遊の

促進を推進します。

１ 市内美術館など地域全体で取り組むアート・ツーリズムの展開

事業説明
安曇野市内の美術館・博物館などの活用、文化芸術団体や周辺自治体と連携

した周遊促進などにより、アート・ツーリズムの展開を図ります。

新規・強化する

取り組み

【強化】安曇野市内に点在する美術館の周遊の促進

実施主体
観光課 連携主体 安曇野アートライン推進協議会、安曇野

文化財団、観光協会、文化課

 
３ ３ ３新しい滞在型ツーリズムの推進

⚫ 安曇野市に滞在したくなる、魅力的なコンテンツや施設などの情報を発信し、新しい滞
在型ツーリズムを推進します。

１ 多様な旅行形態に対応した滞在型ツーリズム推進

事業説明

農家民宿やシェアハウス※、ゲストハウス※などとの連携や、安曇野市の暮ら

しや文化を楽しむツアーの造成、早朝・夜の楽しみ方の提案などにより、長

期滞在をはじめとした多様な旅行形態への対応を推進します。

新規・強化する

取り組み

【新規】安曇野市の「夜も楽しむ街」創出事業の推進

実施主体 観光課、観光協会 連携主体 商工会、農政課、民間宿泊事業者

 
 

施策

施策
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安曇野市には素晴らしい自然や景観があり、一定の知名度があります。一方、観

光客１人当たりの消費額が長野県平均よりも低く、来訪者の観光消費額が少ないこ

とが課題の一つとなっています。滞在時間が短く、観光関連商品（サービスや土産

物など）の選択肢が少なく単価も低いことが要因であり、課題解決には観光関連商

品の質と量の充実が必要です。

観光地としての知名度・質を高めるため、市民や事業者の郷土愛・誇りの醸成や、

地域資源の保全、磨き上げに取り組みます。あわせて、官民一体で受入態勢を整備

し来訪者に良質なサービスを提供する体制を整えます。こうすることで安曇野ファ

ンの獲得や再来訪を促し、経済活動を活発化させ、域内消費につながる好循環の創

出を目指します。

● 「持続可能な観光地」と「観光地ブランド」を推進する観光推進体制のあり方を官

民連携により明確化

● 「持続可能な観光地」の確立のため、国際的なガイドラインに基づき、市民生活と

調和し環境にも配慮した観光地づくりを官民で連携して推進

● 「観光地ブランド」を確立するため、安曇野観光の立ち位置を再整理

● 域内消費につながる「安曇野ファン」を増加させるため、サービスや商品の磨き

上げに加えて、個々の関心に応じたイベントや情報発信などを実施

・ 持続可能な観光地として、地域一体での体制整備を進め、観光地安曇野の魅力を

高めることで、観光関連商品の高付加価値化を図ります。

・ 観光地としての安曇野の知名度とブランド力を向上させ、来訪者 人あたりの観

光関連商品の購入額の増加を促進します。

概 要 

重点
プロジェクト

１ 観光地「 」ブランド向上 プロジェクト

背 景 

実施内容 

狙 い 

 

◇ 重点１「観光地「 」ブランド向上プロジェクト」の展開

 

現
在
の
課
題

推
進
組
織
の
検
討
・

強
み
の
整
理

展
開

効
果
・成
果

滞在時間が短く、
観光消費に

つながっていない

自然、環境に配慮

滞在して楽しむ観光地として選ばれ、消費額が増加

「持続可能な観光地」の確立へ イベントや情報発信観光資源の磨き上げ

• 「日本版持続可能な観光ガイ
ドライン」に基づいた取組み
の実施

• 持続可能な観光地に対する
観光事業者、市民など
への浸透・意識向上

• フィルムコミッション機能
を強化したロケ誘致

• メディアへの積極的露出
• などの活用

• 安曇野の強みを活かした
体験、商品などの磨き上げ

泊まりたい購入したい 周遊したい

来訪者の印象や感想

朝がすき

アート、登山、温泉、
自転車などが楽しめる

上質な時間、癒やし

「持続可能な観光地」と「観光地ブランド」
を推進する観光推進体制の検討

自然豊かな

きれい

安曇野観光といえば・・・

一定の知名度があり、良いイメージは
形成されているが・・・

• 観光の目的地になっていない

• 立寄り地点であり、滞在（宿泊）
につながっていない

• 推進組織のあり
方を官民連携に
より明確化

美しい景観

また行きたい！
友だちにも
すすめたい！

安曇野ファン
の獲得へ

安曇野観光といえば   

安曇野の強みの整理

• 観光地としての安曇野の
強みなどを整理

• 強みを伝えるための既存
事業、新規事業の効果的
な活用方策の立案

• 魅力の再認識
• 郷土愛・誇りの醸成

来訪者

市民

観光事業者

• 良質なサービ
スなどの提供

• 経済活動の活
発化

好循環

安曇野ファン獲得に向けた

関連する主な事業

基本戦略指標

評価指標
基準値

（Ｒ４）

目標値

（Ｒ９）

出典

（１）

観光地ブランド形成に向けた

ストーリー構築

市の観光意欲度※ 位 位
地域ブランド

調査

（５）

ロゴデザインなどを活用した

ブランドの構築

（１）

メディア・ロケ誘致・支援の推進

（２）

持続可能な観光地づくりへの

体制構築

市での 人当たりの滞

在費
※交通費、宿泊費、飲食費、土産代、

入場料・体験料の平均値の合計

円
円

安曇野市

観光アンケート

調査

（２）

多様なターゲットに応じた効果

的な情報発信ツールによる訴求

観光協会の の総

フォロワー数
人 人 観光協会調査
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安曇野市には素晴らしい自然や景観があり、一定の知名度があります。一方、観

光客１人当たりの消費額が長野県平均よりも低く、来訪者の観光消費額が少ないこ

とが課題の一つとなっています。滞在時間が短く、観光関連商品（サービスや土産

物など）の選択肢が少なく単価も低いことが要因であり、課題解決には観光関連商

品の質と量の充実が必要です。

観光地としての知名度・質を高めるため、市民や事業者の郷土愛・誇りの醸成や、

地域資源の保全、磨き上げに取り組みます。あわせて、官民一体で受入態勢を整備

し来訪者に良質なサービスを提供する体制を整えます。こうすることで安曇野ファ

ンの獲得や再来訪を促し、経済活動を活発化させ、域内消費につながる好循環の創

出を目指します。

● 「持続可能な観光地」と「観光地ブランド」を推進する観光推進体制のあり方を官

民連携により明確化

● 「持続可能な観光地」の確立のため、国際的なガイドラインに基づき、市民生活と

調和し環境にも配慮した観光地づくりを官民で連携して推進

● 「観光地ブランド」を確立するため、安曇野観光の立ち位置を再整理

● 域内消費につながる「安曇野ファン」を増加させるため、サービスや商品の磨き

上げに加えて、個々の関心に応じたイベントや情報発信などを実施

・ 持続可能な観光地として、地域一体での体制整備を進め、観光地安曇野の魅力を

高めることで、観光関連商品の高付加価値化を図ります。

・ 観光地としての安曇野の知名度とブランド力を向上させ、来訪者 人あたりの観

光関連商品の購入額の増加を促進します。

概 要 

重点
プロジェクト

１ 観光地「 」ブランド向上 プロジェクト

背 景 

実施内容 

狙 い 

 

◇ 重点１「観光地「 」ブランド向上プロジェクト」の展開

 

現
在
の
課
題

推
進
組
織
の
検
討
・

強
み
の
整
理

展
開

効
果
・成
果

滞在時間が短く、
観光消費に

つながっていない

自然、環境に配慮

滞在して楽しむ観光地として選ばれ、消費額が増加

「持続可能な観光地」の確立へ イベントや情報発信観光資源の磨き上げ

• 「日本版持続可能な観光ガイ
ドライン」に基づいた取組み
の実施

• 持続可能な観光地に対する
観光事業者、市民など
への浸透・意識向上

• フィルムコミッション機能
を強化したロケ誘致

• メディアへの積極的露出
• などの活用

• 安曇野の強みを活かした
体験、商品などの磨き上げ

泊まりたい購入したい 周遊したい

来訪者の印象や感想

朝がすき

アート、登山、温泉、
自転車などが楽しめる

上質な時間、癒やし

「持続可能な観光地」と「観光地ブランド」
を推進する観光推進体制の検討

自然豊かな

きれい

安曇野観光といえば・・・

一定の知名度があり、良いイメージは
形成されているが・・・

• 観光の目的地になっていない

• 立寄り地点であり、滞在（宿泊）
につながっていない

• 推進組織のあり
方を官民連携に
より明確化

美しい景観

また行きたい！
友だちにも
すすめたい！

安曇野ファン
の獲得へ

安曇野観光といえば   

安曇野の強みの整理

• 観光地としての安曇野の
強みなどを整理

• 強みを伝えるための既存
事業、新規事業の効果的
な活用方策の立案

• 魅力の再認識
• 郷土愛・誇りの醸成

来訪者

市民

観光事業者

• 良質なサービ
スなどの提供

• 経済活動の活
発化

好循環

安曇野ファン獲得に向けた

関連する主な事業

基本戦略指標

評価指標
基準値

（Ｒ４）

目標値

（Ｒ９）

出典

（１）

観光地ブランド形成に向けた

ストーリー構築

市の観光意欲度※ 位 位
地域ブランド

調査

（５）

ロゴデザインなどを活用した

ブランドの構築

（１）

メディア・ロケ誘致・支援の推進

（２）

持続可能な観光地づくりへの

体制構築

市での 人当たりの滞

在費
※交通費、宿泊費、飲食費、土産代、

入場料・体験料の平均値の合計

円
円

安曇野市

観光アンケート

調査

（２）

多様なターゲットに応じた効果

的な情報発信ツールによる訴求

観光協会の の総

フォロワー数
人 人 観光協会調査
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日本屈指の人気を誇る山岳の麓に立地し、多彩な観光資源を有していますが、人

気スポットに「点」で立ち寄る観光スタイルが主になっていて、滞在時間が短く、

立ち寄り地点にとどまっていることが課題です。市内の観光移動を「点」から「線」

に変えていくことが必要ですが、複数要素を組み合わせた安曇野市の楽しみ方の提

案が十分でないことが要因に挙げられます。

・ 世界的な観光の潮流や新型コロナ収束後の観光需要に対応するため、地域の魅
力ある自然や歴史文化などを活かして「点」から「線」へと繋げ、インバウンド※に

も対応したアドベンチャー・ツーリズム※が体験できる、アウトドアを軸とした安

曇野市らしい滞在型観光を推進します。

・ アウトドアを用いた安曇野市の魅力向上や、旅行商品の高付加価値化により、他
地域との差別化を図ります。

地域資源・観光資源をアウトドアとして活用・展開することで来訪者の滞在時間

の延長を図り、さらに地域全体で安曇野市の自然、文化、歴史、暮らしの価値を再

認識し愛着を深め、次世代へつながる持続可能な観光地づくりを目指します。

● 北アルプス・山岳エリア・東山・湧水群・歴史文化・体験型コンテンツ・野外アク

ティビティなど、アウトドアという観点での、訴求力のある地域資源・観光資源の

再整理

● 各種ガイドやコーディネーターの整理と育成による来訪者受入体制の整備

● アドベンチャー・ツーリズムを軸とした付加価値の高い旅行商品の開発支援

● ※や県との連携、媒体活用による「安曇野市＝アウトドア」のプロモーション
 
 
 
 

 

重点
プロジェクト

安曇野でアウトドア満喫 プロジェクト

背 景 

概 要 

狙 い 

実施内容 

 

◇ 重点２「安曇野でアウトドア満喫プロジェクト」の展開

再
整
理

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

展
開

効
果
・成
果

受入体制整備 旅行商品開発支援 プロモーション

・ガイドやコーディネー
ターの一元化と育成

・アドベンチャー・ツーリ
ズム※を軸とした高付加
価値商品の開発、提供
支援

・ ※との連携による
海外発信
・国内媒体を通じての情
報発信

「アウトドアの聖地」へのリブランディング※

・見せ方、売り方の修正、具体化

北アルプス・山岳エリア・東山・湧水群・農業用水・河川・歴史文化・体験コンテンツ・野外アクティビティ…

アウトドアの視点から再整理

利用

満足

再認識

協力
来訪者 資源事業者

地域資源を活かしたアウトドアコンテンツ

活用

保全・投資

市民

関連する主な事業

基本戦略指標

評価指標
基準値

（Ｒ４）

目標値

（Ｒ９）
出典

（２）

山岳観光の推進
市の観光意欲度※ 位 位

地域ブランド

調査（４）

安曇野サイクルブランドの構築

（１）

各種観光ガイドの育成

観光協会に加盟してい

る観光ガイド事業者数
者 者 観光協会調査

（３）

地域資源の活用支援

観光協会が新規に造成

した着地型商品数
件 件 観光協会調査

土産・飲食の

平均消費額 円 円

安曇野市

観光アンケート

調査

（１）

アウトドアの聖地化に向けた

コンテンツ開発の推進
観光協会が市内事業

者・団体と連携して造成

した１泊２日以上の宿泊

プラン数

件 件 観光協会調査（２）

ネイチャー・ツーリズム※の推進

（ ）

アドベンチャー・ツーリズムの推進
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日本屈指の人気を誇る山岳の麓に立地し、多彩な観光資源を有していますが、人

気スポットに「点」で立ち寄る観光スタイルが主になっていて、滞在時間が短く、

立ち寄り地点にとどまっていることが課題です。市内の観光移動を「点」から「線」

に変えていくことが必要ですが、複数要素を組み合わせた安曇野市の楽しみ方の提

案が十分でないことが要因に挙げられます。

・ 世界的な観光の潮流や新型コロナ収束後の観光需要に対応するため、地域の魅
力ある自然や歴史文化などを活かして「点」から「線」へと繋げ、インバウンド※に

も対応したアドベンチャー・ツーリズム※が体験できる、アウトドアを軸とした安

曇野市らしい滞在型観光を推進します。

・ アウトドアを用いた安曇野市の魅力向上や、旅行商品の高付加価値化により、他
地域との差別化を図ります。

地域資源・観光資源をアウトドアとして活用・展開することで来訪者の滞在時間

の延長を図り、さらに地域全体で安曇野市の自然、文化、歴史、暮らしの価値を再

認識し愛着を深め、次世代へつながる持続可能な観光地づくりを目指します。

● 北アルプス・山岳エリア・東山・湧水群・歴史文化・体験型コンテンツ・野外アク

ティビティなど、アウトドアという観点での、訴求力のある地域資源・観光資源の

再整理

● 各種ガイドやコーディネーターの整理と育成による来訪者受入体制の整備

● アドベンチャー・ツーリズムを軸とした付加価値の高い旅行商品の開発支援

● ※や県との連携、媒体活用による「安曇野市＝アウトドア」のプロモーション
 
 
 
 

 

重点
プロジェクト

安曇野でアウトドア満喫 プロジェクト

背 景 

概 要 

狙 い 

実施内容 

 

◇ 重点２「安曇野でアウトドア満喫プロジェクト」の展開

再
整
理

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

展
開

効
果
・成
果

受入体制整備 旅行商品開発支援 プロモーション

・ガイドやコーディネー
ターの一元化と育成

・アドベンチャー・ツーリ
ズム※を軸とした高付加
価値商品の開発、提供
支援

・ ※との連携による
海外発信
・国内媒体を通じての情
報発信

「アウトドアの聖地」へのリブランディング※

・見せ方、売り方の修正、具体化

北アルプス・山岳エリア・東山・湧水群・農業用水・河川・歴史文化・体験コンテンツ・野外アクティビティ…

アウトドアの視点から再整理

利用

満足

再認識

協力
来訪者 資源事業者

地域資源を活かしたアウトドアコンテンツ

活用

保全・投資

市民

関連する主な事業

基本戦略指標

評価指標
基準値

（Ｒ４）

目標値

（Ｒ９）
出典

（２）

山岳観光の推進
市の観光意欲度※ 位 位

地域ブランド

調査（４）

安曇野サイクルブランドの構築

（１）

各種観光ガイドの育成

観光協会に加盟してい

る観光ガイド事業者数
者 者 観光協会調査

（３）

地域資源の活用支援

観光協会が新規に造成

した着地型商品数
件 件 観光協会調査

土産・飲食の

平均消費額 円 円

安曇野市

観光アンケート

調査

（１）

アウトドアの聖地化に向けた

コンテンツ開発の推進
観光協会が市内事業

者・団体と連携して造成

した１泊２日以上の宿泊

プラン数

件 件 観光協会調査（２）

ネイチャー・ツーリズム※の推進

（ ）

アドベンチャー・ツーリズムの推進
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来訪者の宿泊が少ないことが、経済効果が高まらない要因のひとつとなっていま

す。周辺に人気の観光地・宿泊地がある中で、市内宿泊を選択する滞在価値を示せ

ていません。宿泊をともなう楽しみ方の案内や旅行商品の造成が必要です。

・ 来訪者のライフスタイルに応じたさまざまな滞在の仕方を提案します。
・ 安曇野市内の良好な自然景観や地域資源を活かしたコンテンツを充実させます。
・ 単一の目的や立ち寄りだけでなく、複数の目的地や立ち寄り地をつくるため、各
種コンテンツの連携を図ります。

来訪者ニーズへの対応などにより、満足度向上を図ることで、「来てよかった、ま

た行きたい」と思われる観光地の実現、そして宿泊をともなう長期滞在型観光地へ

の転換を目指します。

● 既存要素の組み合わせによる新しい滞在型モデルの構築・提案

・「アート」「温泉」「ポタリング※」「アウトドア」「地域交流」などのセット提供

● 来訪者のニーズに合わせた宿泊施設や温泉・温浴施設の魅力向上の支援

● 農家民宿、シェアハウス※、リゾートテレワーク※など、新たな旅行形態に対応し

た滞在施設との連携

● 多言語対応などによるインバウンド※の受入体制整備

重点
プロジェクト

３ のんびり安曇野の旅 プロジェクト

背 景 

概 要 

狙 い 

実施内容 

 

◇ 重点３「のんびり安曇野の旅プロジェクト」の展開

ニ
ー
ズ
の
把
握

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

情
報
発
信

効
果
・成
果

コンテンツの充実 滞在スタイルの提案 おもてなしの充実

・ アート、温泉、自転車、
アウトドア、交流等、異
なる要素を組み合わせ
た滞在コンテンツの開発

・ 泊食分離
・ 夜の楽しみの創出
・ 農家民宿、シェアハウス※

などとの連携
・ リゾートテレワーク※への対応

・ 夜の移動支援
・ 多言語のサイン表示
・ 宿泊施設、個店の対応
力強化

効率的・効果的な情報発信

満足度の向上 → 「来てよかった、また行きたい観光地」
長期滞在型観光地

ニーズに応じた情報提供／情報発信の一元化／ 多言語化

趣味を
深めたい

地元の人との交流を
楽しみたい

安曇野市に滞在しな
がら仕事がしたい

上質な滞在環境で
ゆっくりしたい

趣
味

交
流

仕
事

上
質

関連する主な事業

基本戦略指標

評価指標
基準値

（Ｒ４）

目標値

（Ｒ９）
出典

（４）

安曇野サイクルブランドの構築
市の観光意欲度※ 位 位

地域ブランド

調査

（１）

訪日外国人旅行者の受入環境

整備

シェアサイクル※

利用回数
回 回 観光協会調査

（１）

観光教育やおもてなしの向上

観光協会に加盟してい

る観光ガイド事業者数
者 者 観光協会調査

（２）

温泉の活用

観光協会が新規に造成

した着地型商品数
件 件 観光協会調査

土産・飲食の

平均消費額 円 円

安曇野市

観光アンケート

調査

（１）

アウトドアの聖地化に向けた

コンテンツ開発の推進

観光協会が市内事業

者・団体と連携して造成

した１泊２日以上の宿泊

プラン数

件 件 観光協会調査
（１）

多様な旅行形態に対応した

滞在型ツーリズム推進
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来訪者の宿泊が少ないことが、経済効果が高まらない要因のひとつとなっていま

す。周辺に人気の観光地・宿泊地がある中で、市内宿泊を選択する滞在価値を示せ

ていません。宿泊をともなう楽しみ方の案内や旅行商品の造成が必要です。

・ 来訪者のライフスタイルに応じたさまざまな滞在の仕方を提案します。
・ 安曇野市内の良好な自然景観や地域資源を活かしたコンテンツを充実させます。
・ 単一の目的や立ち寄りだけでなく、複数の目的地や立ち寄り地をつくるため、各
種コンテンツの連携を図ります。

来訪者ニーズへの対応などにより、満足度向上を図ることで、「来てよかった、ま

た行きたい」と思われる観光地の実現、そして宿泊をともなう長期滞在型観光地へ

の転換を目指します。

● 既存要素の組み合わせによる新しい滞在型モデルの構築・提案

・「アート」「温泉」「ポタリング※」「アウトドア」「地域交流」などのセット提供

● 来訪者のニーズに合わせた宿泊施設や温泉・温浴施設の魅力向上の支援

● 農家民宿、シェアハウス※、リゾートテレワーク※など、新たな旅行形態に対応し

た滞在施設との連携

● 多言語対応などによるインバウンド※の受入体制整備

重点
プロジェクト

３ のんびり安曇野の旅 プロジェクト

背 景 

概 要 

狙 い 

実施内容 

 

◇ 重点３「のんびり安曇野の旅プロジェクト」の展開

ニ
ー
ズ
の
把
握

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

情
報
発
信

効
果
・成
果

コンテンツの充実 滞在スタイルの提案 おもてなしの充実

・ アート、温泉、自転車、
アウトドア、交流等、異
なる要素を組み合わせ
た滞在コンテンツの開発

・ 泊食分離
・ 夜の楽しみの創出
・ 農家民宿、シェアハウス※

などとの連携
・ リゾートテレワーク※への対応

・ 夜の移動支援
・ 多言語のサイン表示
・ 宿泊施設、個店の対応
力強化

効率的・効果的な情報発信

満足度の向上 → 「来てよかった、また行きたい観光地」
長期滞在型観光地

ニーズに応じた情報提供／情報発信の一元化／ 多言語化

趣味を
深めたい

地元の人との交流を
楽しみたい

安曇野市に滞在しな
がら仕事がしたい

上質な滞在環境で
ゆっくりしたい

趣
味

交
流

仕
事

上
質

関連する主な事業

基本戦略指標

評価指標
基準値

（Ｒ４）

目標値

（Ｒ９）
出典

（４）

安曇野サイクルブランドの構築
市の観光意欲度※ 位 位

地域ブランド

調査

（１）

訪日外国人旅行者の受入環境

整備

シェアサイクル※

利用回数
回 回 観光協会調査

（１）

観光教育やおもてなしの向上

観光協会に加盟してい

る観光ガイド事業者数
者 者 観光協会調査

（２）

温泉の活用

観光協会が新規に造成

した着地型商品数
件 件 観光協会調査

土産・飲食の

平均消費額 円 円

安曇野市

観光アンケート

調査

（１）

アウトドアの聖地化に向けた

コンテンツ開発の推進

観光協会が市内事業

者・団体と連携して造成

した１泊２日以上の宿泊

プラン数

件 件 観光協会調査
（１）

多様な旅行形態に対応した

滞在型ツーリズム推進
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重点プロジェクトとは

計画の実効性を高めるために、多岐にわたるアクションプランの施策・事業の中か

ら、現在の安曇野市の観光の課題（ボトルネック）を解消し、強みを伸長するための「重

点プロジェクト」を設定します。重点プロジェクトは、以下の条件に当てはまる事業を

複数選び、特に経営資源（ヒト・モノ・カネ）について集中して取り組み、成果を上げる

ことを目指すものです。各種事業を横断的につなげ、効果的に機能させることで、事業

間の相乗効果を生むことを狙いとしています。
 
①重点プロジェクトの設定条件

重点プロジェクトは以下のいずれかの条件を満たす事業で設定します。
ア  主要課題を解消するもの、あるいは、強みにフォーカスしたもの

イ  新規又はこれまでの取り組みを改善したもの

ウ  中長期視点に立ち、短期集中で基盤を構築するもの

エ  「持続可能な観光地の実現」と「稼げる観光」のいずれか、または両方に寄与するもの

オ  複数施策に関係し各施策の相乗効果を促すもの

②重点プロジェクトで解消すべき安曇野市観光の課題整理

安曇野市の観光の主要課題は、次の３点と捉え、重点プロジェクトを設定します。
■ 観光消費額が少ない

来訪者１人当たりの消費額が長野県平均よりも低く来訪者の観光消費額が少ない

ことが課題です。観光ツアー商品やお土産商品など、購入者数の他、観光関連商品

の質と量の充実や商品単価の向上が必要です。
■ 滞在時間が短い

日本屈指の人気を誇る山岳の麓に立地し、多彩な観光資源を有していますが、人

気スポットに「点」で立ち寄る観光スタイルで、滞在時間が短いことが課題です。

複数要素を組み合わせた安曇野市の楽しみ方の提案により、市内の観光移動を「点」

から「線」、「線」から「面」に変えていくことが必要です。
■ 宿泊が少ない

来訪者の宿泊が少ないことが、経済効果が高まらない要因のひとつとなっていま

す。周辺に人気の観光地・宿泊地がある中で、市内宿泊を選択する滞在価値を示せ

ていません。宿泊をともなう楽しみ方の案内や旅行商品の造成が必要です。

◇ 安曇野市の主要課題と重点プロジェクトの対応関係

プロジェクト名
観光消費額

が少ない
滞在時間が短い 宿泊が少ない

観光地「ＡＺＵＭＩＮＯ」ブランド向上プロジェクト 〇

安曇野でアウトドア満喫プロジェクト 〇

のんびり安曇野の旅プロジェクト 〇
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第 4章
推進体制・進捗管理

　本章では、1～ 3章で示したビジョン・アクションプラン・
重点プロジェクトを効果的・効率的に実施し、地域一体となっ
た観光振興を推進するための「推進体制」を設定。「進捗管理」
を通じて本ビジョンの評価・検証、次期計画の検討を行って
いきます。

 

重点プロジェクトとは

計画の実効性を高めるために、多岐にわたるアクションプランの施策・事業の中か

ら、現在の安曇野市の観光の課題（ボトルネック）を解消し、強みを伸長するための「重

点プロジェクト」を設定します。重点プロジェクトは、以下の条件に当てはまる事業を

複数選び、特に経営資源（ヒト・モノ・カネ）について集中して取り組み、成果を上げる

ことを目指すものです。各種事業を横断的につなげ、効果的に機能させることで、事業

間の相乗効果を生むことを狙いとしています。
 
①重点プロジェクトの設定条件

重点プロジェクトは以下のいずれかの条件を満たす事業で設定します。
ア  主要課題を解消するもの、あるいは、強みにフォーカスしたもの

イ  新規又はこれまでの取り組みを改善したもの

ウ  中長期視点に立ち、短期集中で基盤を構築するもの

エ  「持続可能な観光地の実現」と「稼げる観光」のいずれか、または両方に寄与するもの

オ  複数施策に関係し各施策の相乗効果を促すもの

②重点プロジェクトで解消すべき安曇野市観光の課題整理

安曇野市の観光の主要課題は、次の３点と捉え、重点プロジェクトを設定します。
■ 観光消費額が少ない

来訪者１人当たりの消費額が長野県平均よりも低く来訪者の観光消費額が少ない

ことが課題です。観光ツアー商品やお土産商品など、購入者数の他、観光関連商品

の質と量の充実や商品単価の向上が必要です。
■ 滞在時間が短い

日本屈指の人気を誇る山岳の麓に立地し、多彩な観光資源を有していますが、人

気スポットに「点」で立ち寄る観光スタイルで、滞在時間が短いことが課題です。

複数要素を組み合わせた安曇野市の楽しみ方の提案により、市内の観光移動を「点」

から「線」、「線」から「面」に変えていくことが必要です。
■ 宿泊が少ない

来訪者の宿泊が少ないことが、経済効果が高まらない要因のひとつとなっていま

す。周辺に人気の観光地・宿泊地がある中で、市内宿泊を選択する滞在価値を示せ

ていません。宿泊をともなう楽しみ方の案内や旅行商品の造成が必要です。

◇ 安曇野市の主要課題と重点プロジェクトの対応関係

プロジェクト名
観光消費額

が少ない
滞在時間が短い 宿泊が少ない

観光地「ＡＺＵＭＩＮＯ」ブランド向上プロジェクト 〇

安曇野でアウトドア満喫プロジェクト 〇

のんびり安曇野の旅プロジェクト 〇
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本ビジョンの推進のため、以下の体制で各種施策・事業を推進します。

観光関連事業者の経営安定・拡大の支援、観光プロモーション、受入環境整備など

の振興策を安曇野市観光協会・安曇野市商工会・安曇野市が中心となって、観光地経

営の視点に立って推進します。

より効果的な振興を図るため、観光以外の部門も含めた各種団体との連携によるコ

ンテンツ開発や事業者間連携、市民によるおもてなしの向上などについても促進しま

す。また、 ※、長野県、周辺自治体などと情報共有を図るとともに事業連携を行

い、効果的なプロモーションなどにつなげられる体制・関係を構築します。

◇ 観光振興ビジョンの推進体制のイメージ

 

・情報共有・連携・相互交流促進

友好都市・周辺自治体など

観光振興ビジョン推進委員会（仮称）
・計画の進捗管理（評価・点検）、見直し、策定

地域一体での観光振興

施策の中心組織
（観光地経営の視点に立った事業推進）

• アクショ ンプラ
ンの推進

• プロモーション
• コーディネート

・計画策定・施策展開
・インフラ整備・支援

・事業者連携
・地域振興

・受入体制・旅行商品造成

・観光への理解
・地域への愛着
・おもてなし

相互連携

・地域資源の維持、
利活用

・施策への助言など

・長野県・長野県観光機構など

①

②

⑤

③

④
②観光協会 商工会

行政

市民

学校・大学など研究機関

各種団体など
• ガイド
• スポーツ
• 歴史文化
• 自然保全
などに関わ
る皆さん

観光関係事業者、農林水産事業者など

推進体制

 

推進体制における市内の各主体に期待される役割は以下のとおりです。

◇ 各推進主体の役割

①
観光関連事業者、

農林水産事業者など

 裾野の広い観光関連産業の事業者が、来訪者が満足

するモノやサービスを開発し、提供する。

 市内の関連事業者との連携を深め、域内の経済波及

効果を高める。

 地域資源を活用するだけでなく、保全する活動にも

注力する。

②
観光関連団体

観光協会、商工会など

 市や観光関連産業の事業者と連携して、プロモーシ

ョンを行うとともに、コンテンツ開発におけるコー

ディネートを行う。

 また、関連団体間での情報共有を図り、農商工観な

どの分野の壁を超えて、経済効果を高めるための連

携を行う。

③
行政

（安曇野市）

 観光及び関連部門・県・周辺自治体と連携し、産業

振興と基盤整備を行うことで、地域活性化と税収増

につなげる。

 資源の活用だけでなく地域資源の保全・管理を行う。

 本計画の進捗・管理・改善を行う。

④ 市民

 自分が住んでいる地域の歴史や文化などの地域資源

に触れ、理解し、その維持・発展に貢献する。

 自らが「安曇野暮らし」の実践者であるという自覚

のもと、来訪者に「おもてなし」の心で接する。

⑤ 各種団体など

 スポーツ、歴史、文化など地域資源を利活用した活

動を通じて、その維持、発展に貢献する。

 観光事業者と連携し、新しい観光コンテンツの提供

や開発に協力する。
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本ビジョンの推進のため、以下の体制で各種施策・事業を推進します。

観光関連事業者の経営安定・拡大の支援、観光プロモーション、受入環境整備など

の振興策を安曇野市観光協会・安曇野市商工会・安曇野市が中心となって、観光地経

営の視点に立って推進します。

より効果的な振興を図るため、観光以外の部門も含めた各種団体との連携によるコ

ンテンツ開発や事業者間連携、市民によるおもてなしの向上などについても促進しま

す。また、 ※、長野県、周辺自治体などと情報共有を図るとともに事業連携を行

い、効果的なプロモーションなどにつなげられる体制・関係を構築します。

◇ 観光振興ビジョンの推進体制のイメージ

 

・情報共有・連携・相互交流促進

友好都市・周辺自治体など

観光振興ビジョン推進委員会（仮称）
・計画の進捗管理（評価・点検）、見直し、策定

地域一体での観光振興

施策の中心組織
（観光地経営の視点に立った事業推進）

• アクショ ンプラ
ンの推進

• プロモーション
• コーディネート

・計画策定・施策展開
・インフラ整備・支援

・事業者連携
・地域振興

・受入体制・旅行商品造成

・観光への理解
・地域への愛着
・おもてなし

相互連携

・地域資源の維持、
利活用

・施策への助言など

・長野県・長野県観光機構など

①

②

⑤

③

④
②観光協会 商工会

行政

市民

学校・大学など研究機関

各種団体など
• ガイド
• スポーツ
• 歴史文化
• 自然保全
などに関わ
る皆さん

観光関係事業者、農林水産事業者など

推進体制

 

推進体制における市内の各主体に期待される役割は以下のとおりです。

◇ 各推進主体の役割

①
観光関連事業者、

農林水産事業者など

 裾野の広い観光関連産業の事業者が、来訪者が満足

するモノやサービスを開発し、提供する。

 市内の関連事業者との連携を深め、域内の経済波及

効果を高める。

 地域資源を活用するだけでなく、保全する活動にも

注力する。

②
観光関連団体

観光協会、商工会など

 市や観光関連産業の事業者と連携して、プロモーシ

ョンを行うとともに、コンテンツ開発におけるコー

ディネートを行う。

 また、関連団体間での情報共有を図り、農商工観な

どの分野の壁を超えて、経済効果を高めるための連

携を行う。

③
行政

（安曇野市）

 観光及び関連部門・県・周辺自治体と連携し、産業

振興と基盤整備を行うことで、地域活性化と税収増

につなげる。

 資源の活用だけでなく地域資源の保全・管理を行う。

 本計画の進捗・管理・改善を行う。

④ 市民

 自分が住んでいる地域の歴史や文化などの地域資源

に触れ、理解し、その維持・発展に貢献する。

 自らが「安曇野暮らし」の実践者であるという自覚

のもと、来訪者に「おもてなし」の心で接する。

⑤ 各種団体など

 スポーツ、歴史、文化など地域資源を利活用した活

動を通じて、その維持、発展に貢献する。

 観光事業者と連携し、新しい観光コンテンツの提供

や開発に協力する。
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計画の進捗管理は、本ビジョンの「目指す姿」の実現に向けて、取り組むアクシ
ョンプランの効果の最大化を図り、実効性を高めることを目的に実施します。
計画は、期間を 年とする「ビジョン」と、５年とする「アクションプラン」
「重点プロジェクト」の３層構造となっています。

アクションプラン・重点プロジェクトの進捗管理は、「年次評価」「中間評価」
「最終評価」の３段階で行います。令和９年度の最終評価では、ビジョンの中間見
直しを行い、後期アクションプラン及び重点プロジェクトの改善につなげます。
評価時には、施策・事業の実施状況及び、指標を総合的に分析することで、成果
の達成に向けて、課題となっている要因を明らかにし、改善につなげます。

◇年次評価、中間評価、最終評価の時期・役割・反映

評価種別 役割 改善の方向性の反映

年次評価
 前年の指標や施策・事業の実施状況を評価し、改善
の方向性の検討を行う。

 実施計画※

中間評価

 2 か年分の指標や施策・事業の実施状況について評
価を行い、改善の方向性を導き出す。最終年の目標
達成に向け、実施する施策・事業の検討を行う。

 必要に応じて、最終年の目標水準の見直しを行う。

 実施計画※、アクションプ
ラン、重点プロジェクト

 必要に応じて目標水準を
見直す

最終評価

 ４か年分の指標や施策・事業の実施状況を踏まえ、
アクションプラン、重点プロジェクト全体の評価
を行い、方向性を導き出す。

 評価や社会情勢などを踏まえ、ビジョンの見直し
の方向性の検討を行う。

 第２次観光振興ビジョン
 後期アクションプラン、
重点プロジェクト

 次期計画

※実施計画は、市の総合計画の推進のための主要事業を示した計画です。計画期間は 3 か年ですが、社会情勢の変化への対応
や評価結果を活かすため、毎年度見直しを行っています。実施計画の評価・検証の結果を踏まえ、ビジョンで示す観光施
策・事業の見直しも行います。

中間評価 最終評価 中間評価 最終評価

年次 年次 年次 年次 年次 年次 年次 年次 年次

前期アクションプラン（ 年） 後期アクションプラン（ 年）

ビジョン（ 年）

重点プロジェクト（ 年） 重点プロジェクト（ 年）

２ 計画の進捗管理

２－１ 評価の時期・役割
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計画の進捗管理は、本ビジョンの「目指す姿」の実現に向けて、取り組むアクシ
ョンプランの効果の最大化を図り、実効性を高めることを目的に実施します。
計画は、期間を 年とする「ビジョン」と、５年とする「アクションプラン」
「重点プロジェクト」の３層構造となっています。

アクションプラン・重点プロジェクトの進捗管理は、「年次評価」「中間評価」
「最終評価」の３段階で行います。令和９年度の最終評価では、ビジョンの中間見
直しを行い、後期アクションプラン及び重点プロジェクトの改善につなげます。
評価時には、施策・事業の実施状況及び、指標を総合的に分析することで、成果
の達成に向けて、課題となっている要因を明らかにし、改善につなげます。

◇年次評価、中間評価、最終評価の時期・役割・反映

評価種別 役割 改善の方向性の反映

年次評価
 前年の指標や施策・事業の実施状況を評価し、改善
の方向性の検討を行う。

 実施計画※

中間評価

 2 か年分の指標や施策・事業の実施状況について評
価を行い、改善の方向性を導き出す。最終年の目標
達成に向け、実施する施策・事業の検討を行う。

 必要に応じて、最終年の目標水準の見直しを行う。

 実施計画※、アクションプ
ラン、重点プロジェクト

 必要に応じて目標水準を
見直す

最終評価

 ４か年分の指標や施策・事業の実施状況を踏まえ、
アクションプラン、重点プロジェクト全体の評価
を行い、方向性を導き出す。

 評価や社会情勢などを踏まえ、ビジョンの見直し
の方向性の検討を行う。

 第２次観光振興ビジョン
 後期アクションプラン、
重点プロジェクト

 次期計画

※実施計画は、市の総合計画の推進のための主要事業を示した計画です。計画期間は 3 か年ですが、社会情勢の変化への対応
や評価結果を活かすため、毎年度見直しを行っています。実施計画の評価・検証の結果を踏まえ、ビジョンで示す観光施
策・事業の見直しも行います。

中間評価 最終評価 中間評価 最終評価

年次 年次 年次 年次 年次 年次 年次 年次 年次

前期アクションプラン（ 年） 後期アクションプラン（ 年）

ビジョン（ 年）

重点プロジェクト（ 年） 重点プロジェクト（ 年）

２ 計画の進捗管理

２－１ 評価の時期・役割

 

本ビジョンで設定した施策や具体的な事業の実施にあたっては、事業の進捗管理
を円滑に進めるため、ＰＤＣＡサイクルを基本とし、実現性及び実効性、継続性あ
る取り組みとするために次のようなスケジュールで行います。
施策の実施主体が施策を評価した後、観光課で成果・課題の整理を行い、評価結
果を取りまとめます。取りまとめた評価結果は、第三者機関である「観光振興ビジ
ョン推進委員会（仮称）」にはかり、評価・点検、改善検討を行います。その後、
市で計画内容、実施方法などの見直しを行います。

◇観光振興ビジョン推進委員会（仮称）イメージ

◇進捗管理の進め方

④ 改善
【 】
施策の改善検討
・見直し

③ 評価
【 】
施策の評価
（数値目標、効果）

① 計画
【 】
施策の計画

② 行動
【 】
施策の実施

観光振興ビジョン推進委員会（仮称）

観光協会 商工会
観光関係
事業者

市民
大学など
研究機関

有識者

観光振興ビジョン推進委員会（仮称）は、計画の評価・点検【 】、
改善検討【 】及び計画【 】の確認・助言などを行う。

安
曇
野
市

（事
務
局
）

２－２ 進捗管理のプロセス・スケジュール

               

市担当課
行動
【 】
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計画
【 】

改善検討
【 】

評価
【 】

     
     

   

 

 

         
         
    

 

観光振興

ビジョン

推進委員会

（仮称）
※数字は
会議回数
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資料編資 料 編

１ 策定経過

＜安曇野市第２次観光振興ビジョン策定委員会 経緯＞

回 年月日 議事等

第１回 令和４年７月 日

・「第２次安曇野市観光振興ビジョン」策定の趣旨、流れ

・アンケート調査実施結果（速報値）

・その他

第２回 令和４年８月５日
・アンケート分析

・ビジョン方針（コンセプト）・基本戦略等の検討

第３回 令和４年９月８日
・施策体系（コンセプト・柱・基本戦略・施策）の検討

・重点プロジェクトの設定方針

第４回 令和４年 月３日

・事業の検討

・重点プロジェクトの検討

・ＫＧＩ（重点目標達成指標）の検討

第５回 令和４年 月 日

・重点プロジェクトの検討

・ＫＧＩ（重点目標達成指標）の検討

・ＫＰＩ（重要業績評価指標）の検討

・推進体制の検討

・点検・評価体制の検討

第６回 令和５年１月 日
・ビジョンの承認

・アクションプランの承認

２ 委員名簿

＜第２次安曇野市観光振興ビジョン策定検討委員会 委員名簿＞

役職名 団体名・役職 氏 名 根拠規定

１ 公募委員 丸山 君恵 １号

２ 公募委員 加藤 進 １号

３ 公募委員 仙石 弘子 １号

４ 委員長
松本大学（総合経営学部観光ホスピタリティ学科）

学部長
尻無浜 博幸 ２号

５ 一般社団法人安曇野市観光協会 副会長 衞藤 悦郎 ３号

６ 安曇野市タクシー運営協議会 会長 小岩井 清志 ４号

７ 安曇野市山岳観光推進実行委員会 監事 中村 梢 ４号

８ 安曇野市観光振興ビジョン有識者会議 副会長 白澤 勇一 ４号

９ 安曇野市商工会 地域振興課長 中澤 美穂 ５号

１０ あづみ農業協同組合 理事 西山 直美 ５号

１１ 東日本旅客鉄道株式会社 長野支社 豊科駅長 青栁 靖決 ５号

１２ 副委員長 国営アルプスあづみの公園 顧問 宮田 弘康 ６号
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２ 委員名簿

＜第２次安曇野市観光振興ビジョン策定検討委員会 委員名簿＞

役職名 団体名・役職 氏 名 根拠規定

１ 公募委員 丸山 君恵 １号

２ 公募委員 加藤 進 １号

３ 公募委員 仙石 弘子 １号

４ 委員長
松本大学（総合経営学部観光ホスピタリティ学科）

学部長
尻無浜 博幸 ２号

５ 一般社団法人安曇野市観光協会 副会長 衞藤 悦郎 ３号

６ 安曇野市タクシー運営協議会 会長 小岩井 清志 ４号

７ 安曇野市山岳観光推進実行委員会 監事 中村 梢 ４号

８ 安曇野市観光振興ビジョン有識者会議 副会長 白澤 勇一 ４号

９ 安曇野市商工会 地域振興課長 中澤 美穂 ５号

１０ あづみ農業協同組合 理事 西山 直美 ５号

１１ 東日本旅客鉄道株式会社 長野支社 豊科駅長 青栁 靖決 ５号

１２ 副委員長 国営アルプスあづみの公園 顧問 宮田 弘康 ６号
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３ 用語集

用 語 掲出ページ 説 明

Ａ～Ｚ

（泊食分離）
＆ の略。宿泊施設が宿泊と朝食の提供を行

い、夕食は宿泊施設ではなく、近隣の飲食店を利用すること。

（事業継続計画）

の略。自然災害、大火災、テロ
攻撃などの緊急事態に遭遇した場合に、事業資産の損害を最小
限にとどめつつ、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を可能
にするために、平常時に行うべき活動や緊急時における事業継続
のための方法、手段などを取り決めておく計画。

（顧客体験価値向
上）

の略。機能・性能・価格といった商品やサ
ービスそのものの価値だけでなく、購入する前の対応から購入後
のサポートまでの過程における体験価値を重視するもの。

観光地域づくり法人（
）。地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への

誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づ
くりの舵取り役として、地域づくりを実現するための戦略を策定し、
戦略を実施するための調整機能を備えた法人。

（デジタルトランスフォ
ーメーション）

の略。 （人工知能）、 （
）、ビッグデータなどのデジタル技術を用いて、人々の

生活をより良いものへと変革させるという概念。

（日本政府観光
局）

の略。インバウンドの
の誘致活動を行う政府機関。

持続可能な開発目標（ ：
）の略。 年までに持続可能でよりよい世界を目指す

国際目標。 のゴール・ のターゲットから構成される。

の略。個人間のコミュニケーション
を促進し、社会的なネットワークの構築を支援する、インターネット
を利用したサービス。

あ 行

明日の日本を支える観光
ビジョン

『観光先進国』への新たな国づくりに向けて、政府が平成 年
月 日に策定した観光ビジョン。

アドベンチャー・ツーリズ
ム

「アクティビティ」、「自然」、「文化体験」の つの要素のうち２つ以
上で構成される旅行形態。「アドベンチャートラベル」と同義。

アート・ツーリズム
美術館などの展示施設や野外彫刻などの芸術作品を巡ることで
地域の文化に触れる旅行形態。

インナープロモーション
市民や市内事業者などが安曇野市の魅力を発掘し自ら発信して
もらうための内向きのプロモーション。

インバウンド
外国人が訪れてくる旅行。日本へのインバウンドを訪日外国人旅
行または訪日旅行という。

インフルエンサー
などを通じて情報発信し、それによって多くのフォロワーに影

響を与えている人物を指す言葉。

用 語 掲出ページ 説 明

ウェルビーイング
肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされた
状態にあること。

エコツーリズム
地域ぐるみで自然環境や歴史文化など、地域固有の魅力を来訪
者に伝えることにより、その価値や大切さが理解され、保全につな
がっていくことを目指す仕組み。

オーバーツーリズム
来訪者の著しい増加などが、地域住民の生活や自然環境、景観
などに対して受入限度を超える負の影響をもたらしたり、来訪者
の満足度を著しく低下させるような状況。

温室効果ガス
地球に温室効果をもたらすガス。二酸化炭素・メタン・亜酸化窒
素・フロンなど。

か 行

観光意欲度

年から毎年行われる地域ブランド調査の指標のひとつ。
「今後、各自治体に観光や旅行に行きたいと思いますか」という問
いに対して、「ぜひ行ってみたい」を 点、「機会があれば行って
みたい」を 点、「どちらともいえない」と「あまり行きたいとは思
わない」を 点として算出するもの。

観光地継続マネジメント
（ ）

の略。企業・住民・行政が協
働して、個々の会社や個人だけでは解決できない、ライフライン、交
通インフラなどの早期復旧の方法を検討し、災害に強い地域をつ
くる取り組み。

ゲストハウス
共有リビングを有する旅の宿。宿泊者同士、宿のスタッフ、地域の
人々など、他者とのつながりを重視したパブリック性の高い宿。

国連世界観光機関
（ ） の略。世界最大の観光分野の国際機関。

さ 行

サイクルオアシス
サイクリストのための休憩施設。空気入れ、飲料水、トイレ、情報が
設置されていることが多い。

サイクルポート 自転車を駐輪するための場所、または施設。

再生可能エネルギー
エネルギー資源のうち、比較的短期間で自然的に再生（充填）さ
れるため、資源そのものの枯渇を懸念せずに利用できる資源の総
称。太陽光、風力、水力、波力、地熱、太陽熱など。

サステナブル・ツーリズム
観光地の本来の姿を持続的に保つことができるように、観光地の
開発やサービスのあり方を見定め旅行の設定を行うこと。

三次交通 域内間移動に用いる交通手段。

シェアサイクル
設置された好きなポート（駐輪場）で自転車を借りて、好きなポー
トで返却ができる自転車シェアリングサービス。

シェアハウス ひとつの賃貸物件に親族でない複数の者が共同で生活すること。

シビックプライド
生まれ育った町や移り住んだ町への誇り、愛着、共感などを持ち、
町のために自ら関わっていこうとする気持ち。郷土愛。

信州の観光新時代を拓く
長野県観光戦略

長野県が策定した、稼ぐ観光地域づくりに向けた県全体の取り組
みの方向性を明確にするとともに、県民、市町村、 、観光関
連事業者などと互いに協働して取り組むための指針。

信州フィルムコミッション
ネットワーク

県内のフィルムコミッションや市町村などが連携・協力して、長野
県内での映画・テレビドラマ・Ｃ などのロケーション撮影を誘致・
支援することを目的に設立されたネットワーク。
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３ 用語集

用 語 掲出ページ 説 明

Ａ～Ｚ

（泊食分離）
＆ の略。宿泊施設が宿泊と朝食の提供を行

い、夕食は宿泊施設ではなく、近隣の飲食店を利用すること。

（事業継続計画）

の略。自然災害、大火災、テロ
攻撃などの緊急事態に遭遇した場合に、事業資産の損害を最小
限にとどめつつ、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を可能
にするために、平常時に行うべき活動や緊急時における事業継続
のための方法、手段などを取り決めておく計画。

（顧客体験価値向
上）

の略。機能・性能・価格といった商品やサ
ービスそのものの価値だけでなく、購入する前の対応から購入後
のサポートまでの過程における体験価値を重視するもの。

観光地域づくり法人（
）。地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への

誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づ
くりの舵取り役として、地域づくりを実現するための戦略を策定し、
戦略を実施するための調整機能を備えた法人。

（デジタルトランスフォ
ーメーション）

の略。 （人工知能）、 （
）、ビッグデータなどのデジタル技術を用いて、人々の

生活をより良いものへと変革させるという概念。

（日本政府観光
局）

の略。インバウンドの
の誘致活動を行う政府機関。

持続可能な開発目標（ ：
）の略。 年までに持続可能でよりよい世界を目指す

国際目標。 のゴール・ のターゲットから構成される。

の略。個人間のコミュニケーション
を促進し、社会的なネットワークの構築を支援する、インターネット
を利用したサービス。

あ 行

明日の日本を支える観光
ビジョン

『観光先進国』への新たな国づくりに向けて、政府が平成 年
月 日に策定した観光ビジョン。

アドベンチャー・ツーリズ
ム

「アクティビティ」、「自然」、「文化体験」の つの要素のうち２つ以
上で構成される旅行形態。「アドベンチャートラベル」と同義。

アート・ツーリズム
美術館などの展示施設や野外彫刻などの芸術作品を巡ることで
地域の文化に触れる旅行形態。

インナープロモーション
市民や市内事業者などが安曇野市の魅力を発掘し自ら発信して
もらうための内向きのプロモーション。

インバウンド
外国人が訪れてくる旅行。日本へのインバウンドを訪日外国人旅
行または訪日旅行という。

インフルエンサー
などを通じて情報発信し、それによって多くのフォロワーに影

響を与えている人物を指す言葉。

用 語 掲出ページ 説 明

ウェルビーイング
肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされた
状態にあること。

エコツーリズム
地域ぐるみで自然環境や歴史文化など、地域固有の魅力を来訪
者に伝えることにより、その価値や大切さが理解され、保全につな
がっていくことを目指す仕組み。

オーバーツーリズム
来訪者の著しい増加などが、地域住民の生活や自然環境、景観
などに対して受入限度を超える負の影響をもたらしたり、来訪者
の満足度を著しく低下させるような状況。

温室効果ガス
地球に温室効果をもたらすガス。二酸化炭素・メタン・亜酸化窒
素・フロンなど。

か 行

観光意欲度

年から毎年行われる地域ブランド調査の指標のひとつ。
「今後、各自治体に観光や旅行に行きたいと思いますか」という問
いに対して、「ぜひ行ってみたい」を 点、「機会があれば行って
みたい」を 点、「どちらともいえない」と「あまり行きたいとは思
わない」を 点として算出するもの。

観光地継続マネジメント
（ ）

の略。企業・住民・行政が協
働して、個々の会社や個人だけでは解決できない、ライフライン、交
通インフラなどの早期復旧の方法を検討し、災害に強い地域をつ
くる取り組み。

ゲストハウス
共有リビングを有する旅の宿。宿泊者同士、宿のスタッフ、地域の
人々など、他者とのつながりを重視したパブリック性の高い宿。

国連世界観光機関
（ ） の略。世界最大の観光分野の国際機関。

さ 行

サイクルオアシス
サイクリストのための休憩施設。空気入れ、飲料水、トイレ、情報が
設置されていることが多い。

サイクルポート 自転車を駐輪するための場所、または施設。

再生可能エネルギー
エネルギー資源のうち、比較的短期間で自然的に再生（充填）さ
れるため、資源そのものの枯渇を懸念せずに利用できる資源の総
称。太陽光、風力、水力、波力、地熱、太陽熱など。

サステナブル・ツーリズム
観光地の本来の姿を持続的に保つことができるように、観光地の
開発やサービスのあり方を見定め旅行の設定を行うこと。

三次交通 域内間移動に用いる交通手段。

シェアサイクル
設置された好きなポート（駐輪場）で自転車を借りて、好きなポー
トで返却ができる自転車シェアリングサービス。

シェアハウス ひとつの賃貸物件に親族でない複数の者が共同で生活すること。

シビックプライド
生まれ育った町や移り住んだ町への誇り、愛着、共感などを持ち、
町のために自ら関わっていこうとする気持ち。郷土愛。

信州の観光新時代を拓く
長野県観光戦略

長野県が策定した、稼ぐ観光地域づくりに向けた県全体の取り組
みの方向性を明確にするとともに、県民、市町村、 、観光関
連事業者などと互いに協働して取り組むための指針。

信州フィルムコミッション
ネットワーク

県内のフィルムコミッションや市町村などが連携・協力して、長野
県内での映画・テレビドラマ・Ｃ などのロケーション撮影を誘致・
支援することを目的に設立されたネットワーク。
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用 語 掲出ページ 説 明

ゾーニング
観光開発する地域を制限することで、来訪者で賑わうエリアと、地
元住民が生活するエリアを分けるなどの考え方。

た 行

デジタルコンテンツ
映像・画像・音声・文字・数値情報の属性及びその媒体を問わず、
デジタル化された情報に係わるコンテンツ。

な 行

二次交通 拠点となる空港や鉄道の駅から観光地までの交通手段。

日本版 持続可能な観光
ガイドライン（ 」

の
略。持続可能な観光の推進に資するべく、各地方自治体やＤＭＯ
などが多面的な現状把握の結果に基づき、持続可能な観光地マ
ネジメントを行うための観光指標。日本の特性を各項目に反映し
た上で、観光地向けの持続可能な観光の国際基準「
（

）」に準拠。

ニューノーマル
社会に大きな変化が起こり、変化が起こる以前とは同じ姿に戻る
ことができず、新たな常識が定着すること。

ネイチャー・ツーリズム
自然の景観を楽しむために観光地を訪れたり、その土地独特の
動物や植物などを見る旅行形態。

は 行

ビッグデータ

典型的なデータベースソフトウェアが把握し、蓄積し、運用し、分析
できる能力を超えたサイズのデータ。スマートフォンを通じて個人
が発する情報など、データの集合を指し、さまざまな分野で利活
用が進み、意思決定や将来予測、事象分析が行われている。

ヴィーガン
卵や乳製品を含む、動物性食品をいっさい口にしない「完全菜食
主義者」のこと。ベジタリアンは様々なタイプの菜食主義者の総
称。

ファムトリップ
観光地の誘致促進のため、ターゲットとする国の旅行事業者やイ
ンフルエンサー、メディアなどに現地を視察してもらうツアーのこ
と。

フィルムコミッション
地域活性化を目的として、映像作品のロケーション撮影が円滑に
行われるための支援を行う非営利団体。

ブラッシュアップ研修
能力や技術力など今あるものに対して磨きをかけ、さらに良くする
ことを目指す研修。

ブランド・アイデンティティ
「顧客にどうイメージしてほしいか」を明確にして、そのイメージを
持ってもらうためにブランドの特徴や個性を言語にして働きかける
こと。

ポタリング
目的地を定めることなく自転車で散歩するようにゆったり走るこ
と。

ま 行

マスツーリズム
それまで富裕層に限られていた観光旅行が、幅広く大衆にまで拡
大した現象を指す。

や 行

ユニバーサルツーリズム
すべての人が楽しめるようつくられた旅行であり、年齢や障がいの
有無などにかかわらず、誰もが気兼ねなく参加できる旅行を目指
すもの。

用 語 掲出ページ 説 明

ら 行

リゾートテレワーク
普段の職場や居住地から離れ、テレワークを活用し、リゾート地で
仕事をするライフスタイル。

リブランディング 既存のブランドを時代やターゲットに合わせて再構築すること。

ロゲイニング
地図などを使用し、山野に多数設置されたチェックポイントを制限
時間内にまわり、得られた点数を競う野外スポーツ。
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用が進み、意思決定や将来予測、事象分析が行われている。

ヴィーガン
卵や乳製品を含む、動物性食品をいっさい口にしない「完全菜食
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それまで富裕層に限られていた観光旅行が、幅広く大衆にまで拡
大した現象を指す。

や 行

ユニバーサルツーリズム
すべての人が楽しめるようつくられた旅行であり、年齢や障がいの
有無などにかかわらず、誰もが気兼ねなく参加できる旅行を目指
すもの。

用 語 掲出ページ 説 明

ら 行

リゾートテレワーク
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仕事をするライフスタイル。
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